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建設経済委員会・分科会次第 

 

日時：2025年３月 18日(火) 9:30 ～ 

場所：第３委員会室 

 

１ 開  会 

 

２ 委員長あいさつ 

 

３ 協議事項 

⑴ 付託案件の審査について 

～別紙付託分類表及び審査日程表のとおり～  

  【第１部】9:30～ 

    コウノトリ共生部・都市整備部・農業委員会事務局 

※報告事項（城崎振興局、竹野振興局）  

  【第２部】11:15頃～ 

     各振興局・上下水道部 

※報告事項（城崎振興局、竹野振興局）  

 

 ⑵ 請願・陳情の審査 

  ～別紙請願・陳情文書表のとおり～ 

  

 ⑶ 意見・要望のまとめ 

 

⑷  閉会中の継続審査申出について  

 

⑸  2025年度管外行政視察研修について  

 

４  その他  

 

５ 閉  会 



令和７年第２回豊岡市議会（定例会）議案付託分類表 

 

【建設経済委員会】 

  第５号議案 市有財産の処分について 

  第６号議案 市道路線の変更について 

  第７号議案 事業契約の変更契約の締結について 

  第８号議案 財産の無償貸付について 

  第９号議案 財産の無償貸付について 

  第15号議案 豊岡市有償旅客運送条例の一部を改正する条例制定について 

   第16号議案 豊岡市公営企業の設置等に関する条例等の一部を改正する条例制定

について 

第25号議案 令和６年度豊岡市太陽光発電事業特別会計補正予算（第２号） 

  第26号議案 令和６年度豊岡市水道事業会計補正予算（第４号） 

  第27号議案 令和６年度豊岡市下水道事業会計補正予算（第４号） 

 第35号議案 令和７年度豊岡市太陽光発電事業特別会計予算 

第37号議案 令和７年度豊岡市水道事業会計予算 

第38号議案 令和７年度豊岡市下水道事業会計予算 

 

【建設経済分科会】 

  報告第１号 専決処分したものの承認を求めることについて 

   専決第１号 令和６年度豊岡市一般会計補正予算（第９号） 

  第18号議案 令和６年度豊岡市一般会計補正予算（第11号） 

  第28号議案 令和７年度豊岡市一般会計予算 



 

 

令和７年３月定例会 

建設経済委員会・分科会 審査日程表 

審 査 日 程 所 管 部 課 名 審  査  区  分 予想時間 

３月17日（月） 

９：30～ 

 

 

第３委員会室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【農業委員会】 

 

 

 

【観光文化部】 

観光政策課 

 

 

【各振興局】 

地域振興課（地域振興担当）

城崎温泉課 

 

分第28号議案（一般会計予算）＜説明・質疑＞ 

・主要事業等の予算説明 

・債務負担行為、地方債の説明 

 

分第28号議案（一般会計予算）＜説明・質疑＞ 

・主要事業等の予算説明 

・債務負担行為、地方債の説明 

 

分第28号議案（一般会計予算）＜説明・質疑＞ 

・主要事業等の予算説明 

・債務負担行為、地方債の説明 

 

9:30 

～ 

11:10 

【コウノトリ共生部】 

コウノトリ共生課 

 

 

分第28号議案（一般会計予算）＜説明・質疑＞ 

・主要事業等の予算説明 

・債務負担行為、地方債の説明 

 

11:20 

   ～ 

 12:00 

〇第35号議案（太陽光発電事業会計予算） 

＜説明・質疑・討論・表決＞ 

【コウノトリ共生部】 

農林水産課 

環境経済課 

 

 

分第28号議案（一般会計予算）＜説明・質疑＞ 

・主要事業等の予算説明 

・債務負担行為、地方債の説明 

 

 13:00 

～ 

13:50 

【都市整備部】 

建設課 

都市整備課 

建築住宅課 

地籍調査課 

 

 

分第28号議案（一般会計予算）＜説明・質疑＞ 

・主要事業等の予算説明 

・債務負担行為、地方債の説明 

 

 

 

 

  

14:00 

～ 

15:40 



 

審 査 日 程 所 管 部 課 名 審  査  区  分 予想時間 

３月17日（月） 

15：50～ 

 

 

第３委員会室 

 

【上下水道部】 

水道課 

下水道課 

分第28号議案（一般会計予算）＜説明・質疑＞ 

・主要事業等の予算説明 

・債務負担行為、地方債の説明 

 

15:50 

～ 

16:50 

〇第37号議案（水道事業会計予算） 

＜説明・質疑・討論・表決＞ 

 

〇第38号議案（下水道事業会計予算） 

＜説明・質疑・討論・表決＞ 

 

 分第28号議案（一般会計予算） 

＜討論・表決＞ 

 

≪分科会審査意見・要望のまとめ≫ 

分第28号議案（一般会計予算） 

 

≪委員会審査意見・要望のまとめ≫ 

〇第35号議案（太陽光発電事業会計予算） 

〇第37号議案（水道事業会計予算） 

〇第38号議案（下水道事業会計予算） 

16:50 

～ 

17:15 

※ 午前中の部署は農業委員会、観光政策課、各振興局は９時 30 分までに入室してください。農業委員会

の終了・退席後、観光政策課と各振興局を合同で説明・質疑を行い終了・退席をお願いします。 

その後、11時 20分からコウノトリ共生部（コウノトリ共生課）の説明・質疑を正午まで行います。 

（進行状況により、午前中に農林水産課も入室いただく可能性があります）。 

午後は、コウノトリ共生部（農林水産課、環境経済課）、その後、都市整備部、上下水道部と部単

で入室いただき、説明・質疑を行い、説明・質疑が終了した部は退席いただきます。 

 

分予算決算委員会 建設経済分科会分担議案 

〇建設経済委員会 付託議案 

※17日中に当初予算の討論・表決を行い分科会及び委員会の意見・要望の取りまとめを行います。 

 

   



 

審 査 日 程 所 管 部 課 名 審   査   区   分 予想時間 

３月18日（火） 

９：30～ 

 

 

第３委員会室 

 

＜１部＞ 

【観光文化部】 

観光政策課 

【コウノトリ共生部】 

農林水産課 

環境経済課 

コウノトリ共生課 

【都市整備部】 

建設課 

都市整備課 

建築住宅課 

地籍調査課 

【農業委員会事務局】 

（※地籍調査課 

報告事項あり） 

《付託案件》 

＜個別に説明・質疑・討論・表決＞ 

〇第５号議案（環境経済課） 

〇第６号議案（建設課） 

〇第15号議案（都市整備課） 

分 専決第１号（建設課） 

令和６年度豊岡市一般会計補正予算（第９

号） 

分第 18号議案（関係課） 

※第 18号議案の討論・表決は２部で行い 

ます 

〇第25号議案(コウノトリ共生課) 

 

9:30 

～ 

11:15 

 

 ＜２部＞ 

【各振興局】 

地域振興課（地域振興担

当） 

 

【上下水道部】 

水道課 

下水道課 

 

（※城崎振興局、竹野振興局  

報告事項あり） 

 

《付託案件》 

＜個別に説明・質疑・討論・表決＞ 

〇第７号議案（日高地域振興課課） 

〇第８号議案（日高地域振興課課） 

〇第９号議案（出石地域振興課課） 

〇第 16号議案（下水道課） 

分第 18号議案（各振興局、上下水道部） 

＜討論・表決＞ 

〇第 26号議案（水道課） 

〇第 27号議案（下水道課） 

 

≪委員会審査意見・要望のまとめ≫ 

〇第４号議案、〇第５号議案 

〇第６号議案、〇第７号議案 

〇第８号議案、〇第９号議案 

〇第15号議案、〇第16号議案 

〇第25号議案、〇第26号議案 

〇第27号議案 

≪分科会審査意見・要望のまとめ≫ 

分 専決第１号 令和６年度豊岡市一般会 

        計補正予算（第９号） 

分第18号議案（一般会計補正予算第11号） 

11:15 

～ 

 ※３月 18 日（火）の審査は２部制で開催します。そのため、議案順の審査とならないことご承知

おきください。 

 ９時 30分から、観光政策課、コウノトリ共生部、都市整備部及び農業委員会事務局の審査。 

退席後、11時 15分頃から各振興局及び上下水道部の審査を行います。 
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建設経済委員会名簿（３/18）



 

 

＜別紙１＞  

 

建設経済委員会重点調査事項  

 

 

 

○環境経済戦略の推進について 

 

○農林水産業・商工・観光・特産振興等経済支援、地域活性化施策の推

進について  

 

○有害鳥獣対策の推進について 

 

○地域内幹線道路の整備促進について 

 

○都市計画マスタープランについて  

 

○公営住宅のあり方について 

 

○下水道事業計画及び地域水道ビジョンの推進について 

 

○専門職大学と演劇のまちについて 

 

〇老朽危険空き家対策について 
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午前９時２４分 委員会開会 

○委員長（米田 達也） すみません、おはようござ

います。 

 定刻より少し早いですけれども、皆さんおそろい

になられましたので、始めさせていただきたいと思

います。 

 皆さん、おはようございます。今回で、３月で役

職定年を迎えられる職員さんもこの場にいらっし

ゃるかと思います。短い間ではございましたけども、

大変お世話になりました。後ほど貴重なお言葉をい

ただきたいと思っておりますので、慎重審議のほど

は、簡潔に済ませていただきますように。じゃあ、

それでは、よろしくお願いいたします。 

 それでは、協議事項の１番、付託案件の審査に入

ります。 

 本日は、昨日の委員会に引き続き、審査日程表の

とおり議案の審査を行います。 

 なお、当局の出席を２部に分けて審査を行います。

そのため、議案番号順の審査とならないことをあら

かじめご了承ください。 

 委員の皆さん、当局の皆さん、質疑、答弁に当た

りましては、くれぐれも要点を押さえて、簡潔明瞭

に行うなど、スムーズな議事進行に格別のご協力を

お願いいたします。 

 初めに、第５号議案、市有財産の処分についてを

議題とします。 

 当局の説明を求めます。 

 環境経済課、瀬崎課長。 

○環境経済課長（瀬崎 晃久） ４７ページをお開き

ください。第５号議案、市有財産の処分についてを

ご説明いたします。 

 本案は、圃場整備事業に合わせ、出石町上野地内

に造成いたしました出石中川産業用地の土地を処

分しようとするもので、豊岡市議会の議決に付すべ

き契約及び財産の取得又は処分に関する条例の規

定により、議会の議決を求めるものです。 

 処分しようとする財産は土地で、豊岡市出石町上

野字中川１３４０番、８，５００平方メートルです。

処分予定価格は４，２５０万円、契約の相手方は、

株式会社タニー・パックでございます。 

 ４９ページに、明細、位置図等を添付しておりま

すので、ご清覧ください。 

 説明は以上です。 

○委員長（米田 達也） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） すみません、本当にありがと

うございました。上野橋ができまして、本当に地域

の方も非常に喜ばれておられましたし、一つの起爆

剤になるような雰囲気のお話もいただきまして、あ

りがとうございます。 

 この土地についても、長年、空き地があって、橋

とともにというようなところがあるんですけれど

も、付近に、住宅地の長年にわたりまして、まだ、

ちょっと言い方悪いんですけど、売れ残ってるよう

なところがあるんですけども、その辺りの促進のこ

ととかは、どんなふうに考えられてますか。 

○委員長（米田 達也） 久田課長。 

○建設課長（久田  渉） １５区画ありまして、７

区画が、去年、２０２３年度に１区画売れまして、

残りが８つ残っております。以上です。 

○委員長（米田 達也） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） それをどういうふうに解決し

ていくかというふうなんは、どうか考えられてます

か。 

○委員長（米田 達也） 久田課長、どうぞ。 

○建設課長（久田  渉） 例年のことではあります

けども、広報等には掲載しているんですけども、で

きれば、さらなる何らかの形を取っていきたいと、

思っております。 

○委員長（米田 達也） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） 土地が売れれば家が建ちます

し、建てれば、そこに人が住んでもらって、人口も

増えていくと。それでまた、若い方でしたら、子供

さんとかいうような形がありますので、いろんなプ

ラスアルファがありますので、価格なのか、その辺

りはちょっと私は分かりませんけれども、できるだ

け早く販売できるような、価格帯も、もしかしたら
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調整も要るのか分かんないですけども、いろんな手

法をもってやっていただきましたら、さらなる地域

が発展になりますので、よろしくお願いします。意

見としてお願いします。 

○委員長（米田 達也） ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（米田 達也） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（米田 達也） お諮りします。本案は、原

案のとおり可決すべきものと決定してご異議あり

ませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（米田 達也） ご異議なしと認めます。よ

って、第５号議案は、原案のとおり可決すべきもの

と決定しました。 

 続いて、第６号議案、市道路線の変更についてを

議題とします。 

 当局の説明を求めます。 

 建設課、久田課長。 

○建設課長（久田  渉） 議案書の５１ページをご

覧ください。第６号議案、市道路線の変更について

ですが、本会議で都市整備部長が説明しましたとお

り、特段の補足説明等はございません。 

 先ほどもありましたけど、産業用地に関係もあり

ましたけども、上野橋の架け替え工事の竣工に伴い

まして、道路法の規定により、起終点を変更するも

のです。 

 ご審議のほど、よろしくお願いいたします。以上

です。 

○委員長（米田 達也） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（米田 達也） 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（米田 達也） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（米田 達也） ご異議なしと認めます。よ

って、第６号議案は、原案のとおり可決すべきもの

と決定しました。 

 続いて、第１５号議案、豊岡市有償旅客運送条例

の一部を改正する条例制定についてを議題としま

す。 

 当局の説明を求めます。 

 都市整備課、堂垣課長。 

○都市整備課長（堂垣 俊裕） 議案書の１１９ペー

ジをご覧ください。第１５号議案、豊岡市有償旅客

運送条例の一部を改正する条例制定についてご説

明いたします。 

 改正の内容は、本会議で都市整備部長が説明した

とおりですが、若干補足説明をさせていただきます。 

 市営バス「イナカー」につきましては、路線バス

の代替交通として運行しており、路線バスと整合性

を図ることで競合を避け、適切な交通ネットワーク

を維持していく必要があります。路線バスの運賃が

３月１日に改定されており、路線バスの運行路線と

重複する区間内で乗降する場合の運賃を、路線バス

の運賃と差異がないように設定する必要があるた

め、イナカーの普通旅客運賃の算定方法を見直すも

のです。 

 また、イナカー赤石線につきましては、新しい城

崎大橋の開通に伴い、路線バスの運行が開始される

予定であることから、運行開始に合わせて、イナカ

ー赤石線を廃止するものです。 

 説明は以上です。 

○委員長（米田 達也） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（米田 達也） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（米田 達也） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（米田 達也） ご異議なしと認めます。よ
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って、第１５号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 ここで、委員会を暫時休憩します。 

午前９時３４分 委員会休憩 

──────────────────── 

午前９時３４分 分科会開会 

○分科会長（米田 達也） ただいまより建設経済分

科会を開会します。 

 まず、報告第１号、専決処分したものの承認を求

めることについて、専決第１号、令和６年度豊岡市

一般会計補正予算（第９号）を議題といたします。 

 当局の説明については、所管事項に係る部分につ

いて、歳出、歳入の順でお願いします。 

 当局の説明を求めます。 

 建設課、久田課長。 

○建設課長（久田  渉） 議案書の１７ページをご

覧ください。目の４、雪害対策費、説明欄の雪害対

策事業費として、凍結防止剤等の消耗品費に１，０

００万円と除雪作業に係る業務委託料１億４，００

０万円、計１億５，０００万円を増額補正するもの

で、２月の１３日に専決しております。 

 内容としましては、２月の１１日の時点で出動回

数、全地域の出動回数が７回程度となっており、今

後の除雪作業に対応するため、さらに委託料を増額

し、安全で円滑な道路交通の確保に努めるものです。 

 それから、歳入になります。１５ページをご覧く

ださい。節の１、地方交付税、説明欄の１億５，０

００万円につきましては、先ほど説明しましたとお

り、除雪作業の委託料に充当する特別交付税となっ

ております。 

 説明は以上です。 

○分科会長（米田 達也） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（米田 達也） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（米田 達也） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本件は、承認すべきものと決定し

てご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（米田 達也） ご異議なしと認めます。

よって、報告第１号、専決第１号は、承認すべきも

のと決定しました。 

 次に、第１８号議案、令和６年度豊岡市一般会計

補正予算（第１１号）を議題とします。 

 当局の説明は、出席部署の組織順に、歳出、歳入、

あれば繰越明許費、債務負担行為補正及び地方債補

正の順でお願いいたします。 

 質疑については、課ごとに行います。 

 討論、表決については、２部で当議案の質疑が終

了した後、一括して行います。 

 それでは、まず、観光政策課から説明願います。 

 観光政策課、惠後原課長。 

○観光政策課長（惠後原博美） 一般会計補正予算（第

１１号）について説明いたします。 

 今回の補正予算は、事業実施及び執行見込みを踏

まえて減額するものが中心となっております。その

ため、主立ったもののみ説明させていただきます。 

 では、議案２０９ページ、上段の説明欄をご覧く

ださい。それでは、歳出から説明いたします。観光

まちづくり事業負担金です。企業人派遣制度の負担

金ですが、当初、４名分を計上しておりましたが、

企業との派遣交渉が不調に終わり、１名減となり、

６５３万４，０００円を減額するものです。 

 同じページの一番下、地域おこし協力隊推進事業、

観光政策課分です。２０２３年度末で、豊岡アート

アクションに配置している協力隊が退職された後、

募集をかけ続けていたところ、１月から採用が決ま

りました。その間の不用額２４３万６，０００円を

減額するものです。 

 続きまして、２３５ページ、上の段の泉源管理費

の委託料についてです。竹野温泉の配湯業務を北前

館に委託しておりますが、休暇村温泉からの配湯頻

度が減少したため、委託料を減額するもので、１１

８万６，０００円を計上しております。 

 最後に、歳入について説明いたします。１７９ペ

ージ、下の段をご覧ください。商工使用料ですが、
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出石温泉などの使用料の減額及び玄武洞公園観覧

料の増額について補正しており、１３５万４，００

０円の減額となっております。 

 次に、１９１ページをお願いします。上から２枠

目の総務管理費寄附金の企業版ふるさと応援寄附

金についてですが、豊岡アートアクションにマッチ

ング推進業務を委託しており、その寄附金額の実績

に基づき、１，５００万円を減額したものです。 

 観光政策課からは以上です。 

○分科会長（米田 達也） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 質疑を打ち切ります。 

 次に、コウノトリ共生部農林水産課、お願いしま

す。 

 農林水産課、浪華課長。 

○農林水産課長（浪華  誠） 農林水産課の補正予

算につきましてご説明します。 

 今回の補正予算につきましては、事業の完了や執

行見込みを踏まえて減額するものが中心となりま

すので、当課につきましてもポイントを絞って説明

をさせていただき、そのほかは割愛をさせていただ

きますので、ご了承ください。 

 それでは、２０３ページをご覧ください。歳出予

算になります。上から３つ目の項目、基金管理費の

下から４行目、ちょうどこのページの真ん中辺りに

なりますが、森林環境基金積立金１，５６５万７，

０００円の増額です。森林環境譲与税を財源とした

事業の執行見込みにより、余った分の積立額を変更

するものです。 

 続きまして、２０９ページをお願いします。上か

ら７つ目の項目、ページ真ん中辺りになりますが、

豊岡農業スクール開校事業費１５０万円の減額で

す。農業スクール生につきましては、国が定める要

件に該当する場合は、就農準備資金として、研修中

に年間最大１５０万円を受け取ることができます。

本年度は新規の入校生５人分と継続するスクール

生３名を合わせて、合計８人分を予算計上しており

ましたが、新規の入校生が、募集定員５名に対して

４名の入校であったため、不要になった１名分を減

額するものです。 

 続きまして、２２９ページをご覧ください。一番

下の項目になります、有機農業産地づくり推進事業

費３４１万８，０００円の減額です。学校給食で提

供しております無農薬米につきまして、本年度は当

初１０月から３月までの６か月間を予定しており

ましたが、作付面積が目標よりも少し減少したこと、

また、夏場の高温障害やカメムシの影響などにより

まして、収穫量が減収となったことから、提供期間

が１０月から１月末までの４か月間となりました。

このため、実績に合わせて賄い材料費等を減額する

ものです。 

 続きまして、２３１ページをご覧ください。真ん

中から少し上になりますが、基盤整備促進事業費１，

６５８万８，０００円の減額です。主なものは、基

幹農道整備事業費負担金の減額で、内容は、県営事

業で行っております蓼川大橋の耐震化及び長寿命

化工事の事業費確定に伴う減額となります。 

 次は、歳入になります。１８７ページをお願いし

ます。県補助金につきまして、ページ中段から下に

なりますけども、農業費補助金、林業費補助金、水

産業費の補助金、それぞれ減額しておりますが、全

て事業の精算等による減額補正となります。 

 続きまして、１９１ページをお願いします。財産

収入になります。上から２つ目の項目になりますが、

立木売払い収入１０８万円の増額は、市行造林事業

で行っております搬出間伐によるものです。 

 続きまして、１９５ページをお願いします。ペー

ジの下から７行目になりますが、雪害倒木緊急対策

事業協力金７９万９，０００円の増額です。竹野南

地区コミュニティが事業主体となって実施をして

おります雪害倒木緊急対策事業について、停電被害

の未然防止等につながっているといったことなど

から、このたび、関西電力送配電株式会社から事業

への協力金を頂くことになりました。これに伴う増

額補正となります。 

 次は、１６４ページをご覧ください。繰越明許費

補正です。事業名の上から８つ目の項目、治山事業

につきましては、小島地区で行っております山腹崩
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壊対策工事に伴う工事用資材等の搬入に係る仮設

道路用地について、地元との調整に時間を要したこ

とから、繰越しを行うものです。 

 その下の林道管理費につきましては、林道橋の定

期点検を行っております三原奥山線等において、昨

年８月の台風１０号により土砂崩れが発生し、土砂

の撤去等、その後の復旧作業に時間を要したことか

ら、年度内の調査完了が困難となったため、繰越し

を行うものです。 

 次のページ、１６５ページをお願いします。一番

下の基盤整備促進事業につきましては、内町地区の

圃場整備事業に関して、本年度分の国からの交付決

定が大幅に遅れまして、本年１月の交付決定となり、

着工が遅延したことから、繰越額の変更を行ってお

ります。 

 続きまして、１６６ページをご覧ください。債務

負担行為補正です。上の囲みの２つ目の美しい村づ

くり資金利子補給事業につきましては、今年度は利

子補給の対象となる案件がなかったため、廃止をす

るものです。 

 その下の囲みの農業経営基盤強化資金利子補給

事業と、その下の豊かな海づくり資金利子補給事業

につきましては、今年度の借入実績によりまして、

それぞれ限度額を変更するものです。 

 最後になります、１６７ページをお願いします。

地方債補正です。真ん中から少し下になりますが、

事業の精算等によりまして、土地改良事業費と、そ

の下のたん水防除施設整備事業費、それから、１６

９ページ、一番下の農林水産業施設補助災害復旧事

業費について、それぞれ減額補正を行っております。 

 農林水産課からは以上です。 

○分科会長（米田 達也） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 はい、上田委員。 

○委員（上田 伴子） ページがどこかちょっと忘れ

たんですけれども、２点ほど。学校給食のお米の件

ですけども、１０月から１月までになって、後のこ

の２か月間は無農薬米で対応されたのか、そのこと

と、それからあと、農業スクールの関係ですけれど

も、ここは、例えばちょっと半分ぐらいだったのか

な、人数がね、それについては外国籍の方も入れた

りはされるんでしょうか、募集というか。 

○分科会長（米田 達也） 浪華課長。 

○農林水産課長（浪華  誠） まず、学校給食用の

お米につきましては、４か月間が無農薬米で、残り

がコウノトリ育むお米の減農薬米になります。減農

薬米については、これまでからずっと給食で提供し

ておりましたので、減農薬米となります。 

 もう１点、農業スクールのほうにつきましては、

５名の募集に対して４名だったんですけど、それ以

前は、以前といいますかは、３名の募集で、ちょう

ど定員を増やしたこともあって、４名になったんで

すけど、４名でも結構入ってきていただけてるなと

思ってます。 

 来年度、４月１日にまた新たな入校生を迎えるん

ですけど、今のところ、こちらも４名入校が決まっ

ておりまして、なかなか募集しても生徒さんに入っ

ていただけないという状況の中で、４名入っていた

だけるというのは、当課としてはうれしいなと思う

んです。ただ、もう１名、余りがありますので、こ

こについては、引き続き来年度も募集をかけていき

たいと思います。 

 それと、外国籍といいますか、国籍は問いません

ので、市内で農業をしたい、就農したいという方が

対象になりますので、その方たちをしっかりと支援

していきたいと思います。以上です。 

○委員（上田 伴子） 分かりました。 

○分科会長（米田 達也） ほかにありませんか。 

 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） すみません、ため池の管理の

とこら辺でちょっと聞かせていただきたいんです

けれど、いろんな地域にため池等々はあるかと思う

んですけれど、出石にもため池がありまして、数年

前に、抜いたりするところの作業ができなくて、非

常に困ってはったと、要はどういうことが言いたい

かといいますと、これまではいろんな地域の団体が

管理をしてるんですけど、非常に高齢化になってく

ると、人口減少が激しくなってきて、管理する方々
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の、人も少なくなってくると、それをするに当たっ

ても、負担金だとか、そういったものが非常に物す

ごい金額になってくるんだとかいうようなお話が

ありまして、今後、いろんなところでそういった管

理の問題が出てくるんではないかなというふうに

思うんですけども、この辺り、市として何か考えら

れておられるのか、県を通じてやっていくのか、そ

の辺りのちょっとお話、意見を聞かせていただきた

いんですけど。 

○分科会長（米田 達也） 村田参事。 

○農林水産課参事（村田 光弘） ため池の管理は、

今のところ基本的にはやっぱり地元という部分が

ありまして、高齢化という部分は十分承知はしてる

んですけども、県とは、まだそこまでどうするかと

いう話はなく、ある程度、機械的に、自動的に上げ

下げできるとか、そういう形の機械なんかもいろい

ろ研究はされてる部分がありますので、そういうも

のも吟味しながら、ちょっと県とは一度話はしてみ

たいというふうに思います。 

○分科会長（米田 達也） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） 出石の場合、たまたま何かう

まく抜けてよかったんだけど、修繕だとか、今後の

ことを考えたときに、非常に大きな負担がなるのか

どうか、地元が非常に不安がられておられるという

ところ、県にも相談は行かれたとは思うんですけど

も、なかなかいい返事が出てこないんですけれど、

ほかの地域でも、多分こういった事例が今後考えら

れるんかなというふうに思いますので、その辺はよ

く見ていただいて、できるだけ早い段階でやれるも

んはやっていっていただくような形を取っていた

だければなというふうに思います。意見として、よ

ろしくお願いします。 

○分科会長（米田 達也） ほかにありませんか。 

 はい、浅田委員。 

○委員（浅田  徹） 山のことでお尋ねしたいです。

搬出間伐が増えていくというふうなことの中で、増

額になっとったちゃうかいな。うん、間伐材の搬出。

説明ありましたよね。非常に搬出することは重要な

ことだと思うんだけども、今回の増額の原因と、こ

れからやっぱりその活用、間伐材の活用、切捨てじ

ゃなくて、みんな出すわけだから、それを処分する

費用ばっかり出てくるんじゃなくて、それの活用の

面はどうか、その分もちょっとお尋ねしときたいと

思います。 

○分科会長（米田 達也） 浪華課長。 

○農林水産課長（浪華  誠） まず、増額の理由に

つきましては、森林管理１００％事業というのを県

と一緒にやっておりまして、その事業量が増額にな

ったことに伴う、立木売払い収入の増額にもなって

ます。 

 搬出した材の利用というのは、委員おっしゃるよ

うに、森林・林業ビジョンの中でも、木材の利用と

いうところが４つの柱の１つになっておりまして、

なかなかここが、やはり外材に押されて、ちょっと

単価の高い国産材はというところはあるんですけ

ども、来年度、いろんな事業を展開していく中で、

木材の利用ということも当然考えていかないとい

けないと思っています。 

 今のところ、出てきた材は製材所のほうに当然出

されてお金になってるんですけど、例えばそれをま

きの材料にするとか、いろんなこう、できれば市内

で循環させたいということも考えておりますので、

その辺についてもいろんなことを検討していきた

いなと思ってます。以上です。 

○分科会長（米田 達也） 浅田委員。 

○委員（浅田  徹） やはり利活用、用材だけじゃ

なくて、やっぱりクリーンエネルギー、特に脱炭素

等、そういう試みも含めて、市の内部だけじゃなく

て、県も巻き込んで、やっぱりこう、これだけたく

さん荒れた山がある中で、放っておいたら、もう立

木災害、大きな災害につながることあるんで、しっ

かりとその辺を、これが山のいい地域、豊岡として

は、もう少し前向きに利活用について検討をしてい

ただきたい、要望です、これは。以上です。 

○分科会長（米田 達也） ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（米田 達也） 質疑を打ち切ります。 

 続いて、環境経済課、お願いします。 



 7 

 環境経済課、瀬崎課長。 

○環境経済課長（瀬崎 晃久） まず、歳出をご説明

いたします。２０３ページをお願いいたします。説

明欄の上から１１行目、財政調整基金積立金３，１

１９万円のうち、産業用地の土地売払い収入分とい

たしまして、３，０５０万円を増額いたしておりま

す。 

 この増額の根拠といたしまして、対象となります

コウノトリ豊岡産業用地整備に、まず基金から拠出

をいただき、既に予算化しております予算額と、契

約が確定しましたので、その差額分、３，０５０万

円の増額といった形でお願いをしております。 

 次に、９行下、地域振興基金積立金です。１８８

万９，０００円の減額をお願いしております。この

減額は、ふるさと納税分の積立金のうち、ガバメン

トクラウドファンディングによりまして寄附をい

ただいた各事業の充当分として減額を行うもので

す。 

 少し飛びまして、２０９ページをお願いいたしま

す。説明欄の一番上、企業誘致推進事業費です。当

事業は、ＩＴ関連事業所の開設支援に関する補助金

として予算をいただいておりましたが、実質の補助

の申請額との差額、不用額として６０６万５，００

０円の減額をお願いするものです。 

 続いて、同じページ、３行下、内発型産業育成事

業費です。支援事業に係る補助金の不用額として、

精算後４４４万１，０００円をお願いするものです。

内訳として、ステップアップ支援補助金の減額不用

額が２０９万１，０００円、創業支援補助金の不用

減額分が４８万７，０００円、審査委員の旅費謝金

が１０５万３，０００円となっております。 

 続いて、大分飛びまして、２３３ページをお願い

いたします。一番下の項目になります。説明欄の一

番上、中小企業金融対策事業費です。中小企業資金

の利子補給金の不用額として８６万９，０００円の

減額をお願いするものです。 

 続きまして、同じページ、３行下から２３５ペー

ジにかけて記載させていただいております企業誘

致推進事業費です。雇用奨励金及び工場等設置奨励

金に係ります補助金の不用額といたしまして１２

９万２，０００円の減額をお願いするものです。 

 次に、２３５ページをお願いいたします。説明欄、

上から３行目、産業用地整備事業費です。当施設へ

の水道減圧施設の整備に係ります実施設計の委託

料及び整備工事費の実績見込みによりまして、不用

額として１，３６８万６，０００円を減額をお願い

するものです。 

 次に、同じページの説明欄、２項目下、工場公園

等管理費です。豊岡中核工業団地の管理に係る実績

見込額の不用額といたしまして、主に汚水ポンプ自

家発電設備の更新に必要となる設計業務の不用額

として２８３万９，０００円の減額をお願いするも

のです。 

 次に、１項目下、豊岡商工施設管理費です。市立

まちなか交流館１９２５の外壁調査業務等に係る

実績見込みの不用額といたしまして６７万８，００

０円の減額をお願いするものです。 

 続いて、歳入のご説明をさせていただきます１９

１ページをお願いいたします。説明欄の一番上、土

地売払い収入のうち、産業用地売却の確定に伴いま

して、７，３００万円を増額をお願いをしておりま

す。 

 次に、同じページです。一番下の項目、説明欄の

一番上、財政調整基金繰入金のうち、産業用地整備

事業の精算に伴いまして２，０８０万円の減額をお

願いしております。 

 次に、３行下、地域振興基金繰入金のうち、企業

誘致推進事業分として６１０万円の減額を、また、

内発型産業育成事業費分として３００万円の減額

をそれぞれお願いをしております。 

 １９３ページをお願いいたします。一番上の項目、

企業版ふるさと納税地方創生基金繰入金といたし

まして、利子分の９，０００円を増額いたしており

ます。 

 少し飛びまして、１９７ページをお願いいたしま

す。２区分目の説明欄、上から５項目、説明欄の上

から３行目になります工場公園管理事業債といた

しまして、事業の精算に伴いまして１４０万円の減
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額をお願いしております。 

 最後に、債務負担行為補正についてご説明をいた

します。１６６ページをお願いいたします。２区分

目の変更の上から３段目、産業用地整備事業につき

まして、実施設計を終えましたので、事業費の限度

額を１億５６０万円から７，５００万円に修正変更

するものです。 

 環境経済課からの説明は以上です。 

○分科会長（米田 達也） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） 昨日ちょっと水道のとこでお

話をさせていただきますと、それは環境経済のほう

っていうふうに言われたんで、ここで質問させてい

ただきたいんですけど、以前から工業団地の上水道

の徴収といいましょうか、引上げの件を関わってい

ただいてると思うんですけれども、その後どのよう

になっておられるのか、また、今後の見通し等々聞

かせていただければと思います。 

○分科会長（米田 達也） 坂本部長。 

○コウノトリ共生部長（坂本 成彦） 現状でいいま

すと、交渉がちょっと停滞をいたしております。当

初一般料金への引上げというふうなことを提案さ

せていただいて、大方了解もいただいてたところが

あるんですけども、個別企業に入ってまいりますと、

やはり本社との関係でかなり即断が難しいという

面が出てまいりました。その後、条件も変えて個社

ごとに交渉を進めておりますけれども、なかなか納

得いただけないという状況が続いておりまして、今

少し停滞ということで状況を見守っているという

ふうなことになっております。この後、また次のア

クションをどう起こすかということをよく検討し

ながら進めてまいりたいというふうに考えており

ます。 

○分科会長（米田 達也） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） 例えば、もういいですよ、承

諾しましたっていう企業さんがおられるのであれ

ば、先行してすることによって、ちょっと嫌らしい

んですけど、ちょっとプレッシャーが、ほかの企業

さんはしっかりと市に対して貢献をしたいってい

うようなんになれば、ちょっとおのずと何かするよ

うなことも考えられますので、それは別に悪いこと

ではないというふうに思いますので、個別に各企業

さんとの中で、いいですよっていうところは先行し

てやられるのも一つの手じゃないかなというふう

に思います。 

 ただ、本当に交渉は非常に難しいとは思うんです

けれども、しっかりとやっていただいてお願いした

いなというふうに思います。意見として。 

○分科会長（米田 達也） ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（米田 達也） 質疑を打ち切ります。 

 次に、コウノトリ共生課お願いします。 

 コウノトリ共生課、宮垣課長。 

○コウノトリ共生課長（宮垣  均） コウノトリ共

生課のほうの説明をさせていただきます。 

 初めに歳出です。２０５ページをご覧ください。

一番上の枠の環境政策推進事業費です。太陽光発電

設備導入調査業務は、事業完了に伴う減額となりま

す。 

 その下のほう、木質バイオマス導入補助事業費に

つきましては、交付実績など、執行見込みにより減

額補正するものです。 

 同じページの上から２つ目の枠の中です。コウノ

トリ野生復帰推進事業費の事業用備品は、コウノト

リ文化館のシアタールームのプロジェクターの入

札残として２４万１，０００円を減額補正するもの

です。 

 その下のコウノトリ生息地保全対策事業から３

つの事業につきましては、執行状況、交付実績など、

執行見込みにより減額補正をするものです。 

 次に、歳入の説明をいたします。１９１ページを

ご覧ください。上から３つ目の枠、繰入金の太陽光

発電事業特別会計繰入金です。特別会計から繰入れ

を行っています一般会計の各種事業の執行見込み

による減額分６９万８，０００円を計上しておりま

す。 

 その下の４つ目の太枠の中で真ん中なんですが、
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繰入金のコウノトリ基金繰入金です。基金から繰入

れを行っている一般会計の各種事業の執行見込み

による減額分１１７万８，０００円を計上しており

ます。 

 それから、１９５ページをご覧ください。分かり

にくいのですが、雑入の中の下のほうになりますが、

補助金交付金のところにあります。森林管理の下に

あります。二酸化炭素排出抑制対策事業費補助金と

いうものですが、太陽光発電設備導入調査業務の精

算に伴う補助金の減額となっております。 

 コウノトリ共生課からは以上です。 

○分科会長（米田 達也） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（米田 達也） 質疑を打ち切ります。 

 浪華課長。 

○農林水産課長（浪華  誠） すみません、先ほど

の農林水産課の説明について、１点ちょっと訂正を

お願いしたいと思います。 

 先ほど立木売払い収入が増えた理由としまして、

森林管理１００％推進事業の増加と説明をしたん

ですけども、正しくは市行造林事業の事業量増加に

伴うものとなります。申し訳ありません。おわびし

て訂正させていただきます。 

○分科会長（米田 達也） よろしいですか。 

 じゃあ、続いて、都市整備部建設課お願いします。 

 建設課、久田課長。 

○建設課長（久田  渉） それでは、歳出から始め

たいと思います。議案書の２３５ページご覧くださ

い。下段の目の１、土木総務費、説明欄の急傾斜地

崩壊対策事業費の負担金及び還付金として１，８９

７万２，０００円を減額補正するものです。内容と

しましては、県が実施をします事業内容の変更に伴

いまして、市の負担金１，８５０万円と、それから、

還付金精算によって受益者分担金が４７万２，００

０円を今回補正するものです。 

 それから、次に２３７ページをご覧ください。目

の２の用地対策費、説明欄の用地対策事業費５４万

４，０００円を減額補正するものです。これにつき

ましては、国や県からの委託事業である北近畿豊岡

自動車道並びに４２６号無電柱化事業の用地取得

事務の確定に伴いまして、普通旅費の４６万円以下、

関係する項目を今回補正するものです。 

 それから、次の事業です。内水処理費の説明欄、

内水処理事業費の配水ポンプ施設整備工事費３５

０万円を減額補正するものです。これにつきまして

は、西花園ポンプの整備事業の事業費の確定に伴い

まして、今回補正を行います。 

 それから、次の事業です。排水機樋門管理費、説

明欄、排水機樋門管理費１，４８３万９，０００円

減額補正します。内容としましては、宮島と下鶴井

の排水ポンプの修繕計画の策定業務に係る委託料

５７１万円と国へ委託をしております鶴岡の第３

樋管の改築工事の９１２万９，０００円、ともに事

業費の確定に伴い、今回補正を行います。 

 それから、下の枠に行きます。次の事業、目の１、

道路橋梁総務費、説明欄の道路橋梁総務費１００万

円を減額します。内容としましては、竹野道路の起

工式、今年度開催が見送られたため、来年にします

けども、その分の費用、報償費５万９，０００円の

減額、以下関係する項目を今回補正いたします。 

 それから、また、次の事業です。目の２、道路維

持費、説明欄の道路維持事業費３，３２３万２，０

００円を減額補正します。内容としましては、設計

等の投資委託料３３万５，０００円につきましては、

城崎の東山トンネルの定期点検の増嵩分となりま

す。それから、補修工事の３，３５６万７，０００

円につきましては、道路補修、側溝、舗装修繕等の

減額、ともに事業費の確定により今回補正をするも

のです。 

 それから、次に、２３９ページをご覧ください。

道路新設改良費、説明欄の上山二見線道路改良事業

費の整備工事費１９２万１，０００円、また、高龍

寺本線の道路改良事業費の測量等投資委託料１５

５万２，０００円は、ともに事業費の確定に伴い、

今回補正するものです。 

 それから、次の事業です。目の４、雪害対策費、

説明欄にあります消雪装置の補修工事費１，７６４



 10 

万３，０００円を減額補正するものです。内容とし

ましては、それぞれ５件の消雪装置等の補修工事費

の事業費の確定に伴いまして、今回補正を行います。 

 それから、次の事業になります。目の５、橋梁維

持費の説明欄、橋梁長寿命化事業費１，９２７万１，

０００円を減額するものです。内容としましては、

調査、詳細設計などの投資委託料１８４万５，００

０円並びに修繕計画策定業務の業務委託料５５４

万７，０００円、ともに事業費の確定に伴い減額補

正となります。それから、五荘大橋の工事委託料３，

２０３万円につきましては、ＪＲへの工事委託で、

補修箇所の増嵩であるとか、夜間工事に伴います増

額補正となります。次の橋梁等の補修工事費４，３

３６万５，０００円は、ＪＲへの委託料に流用する

ため、今回ここで減額補正とさせていただきたいで

す。最後、補償費の５４万４，０００円、減額につ

きましては、橋梁補修に係る物件移転補償の確定に

よる減額となります。 

 それから、次に、目の６、橋梁新設改良費説明欄、

上野橋整備事業費３００万円を減額するものです。

こちらにつきましても整備工事費の事業費の確定

に伴い、今回補正をするものです。 

 それから、次です。目の７、交通安全施設整備費

説明欄の交通安全施設整備事業費１９９万９，００

０円を減額するものです。内容としましては、区画

線等の整備工事費の事業費の確定に伴い、補正を行

うものです。 

 それから、下の枠の次の事業になります。河川総

務費、説明欄の河川改良事業費５０１万円は、しゅ

んせつ工事費、また、普通河川の整備事業費１，２

５１万７，０００円は、護岸等普通河川の整備事業

費、ともに事業費の確定に伴いまして、今回減額補

正をするものです。 

 それから、最後です。２４１ページをご覧くださ

い。目の１、港湾管理費、説明欄の海岸環境整備事

業費４２８万３，０００円を減額補正するものです。

これにつきましては、実際に今年度海岸漂着のごみ

がなかったため、関係する項目を補正を行うもので

す。 

 それから、引き続き、歳入です。１７９ページを

ご覧ください。１つ目の枠の３つ目です。土木管理

費分担金、説明欄の急傾斜地崩壊対策事業負担金の

１２０万１，０００円の減額につきましては、先ほ

ど歳出で説明しましたとおりとなります。事業費減

に係る地元負担金収入となっております。 

 次に、１８３ページです。まず、上から５つ目の

補助金、道路橋梁費補助金、説明欄の防災安全交付

金４４９万円の増額につきましては、県内流用によ

り追加予算が確保できたため、上野橋整備事業費の

国庫補助金を増額するものです。 

 次の道路メンテナンス事業費補助金は、道路維持

事業の事業費が確定したことから、補助金１３１万

５，０００円を橋梁長寿命化事業費へ流用するもの

です。 

 それから、次に、１８５ページになります。２つ

目の枠の２つ目になります。土木管理費委託金、説

明欄の公共用地取得事務委託金の１７万５，０００

円は、歳出で説明しましたとおり、北近畿豊岡自動

車道の用地取得事務の確定に伴い、委託金を減額す

るものです。 

 次に、１８９ページをご覧ください。２つ目の枠

の３つ目になります。土木管理費委託金、説明欄の

公共用地取得事務委託３３１万４，０００円につき

ましても、先ほどと同様、４２６号の無電柱化事業

の用地取得事務の確定に伴いまして委託金を減額

するものです。 

 次の事業、港湾費委託金の海岸環境整備委託金４

２８万３，０００円につきましては、先ほどのとお

り、漂着ごみがなかったため、減額を行うものです。 

 それから、１９７ページになります。市債になり

ます。２つ目の枠の下から２つ目です。土木管理債

説明欄の急傾斜地崩壊対策事業債１，４８０万円並

びに内水処理施設整備事業費３５０万円、土木管理

事業債９２０万円、全て歳出で説明しましたとおり、

事業費の確定に伴い、市債も合わせて減額補正する

ものです。 

 それから、次の市債になります。道路橋梁債の道

路整備事業債３，７６０万円は、大規模舗装修繕事
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業、それから、道路防災事業、それから、次の１９

９ページに記載をしております道路維持事業、側溝

整備事業、それから、上山二見線、高龍寺本線の市

債で全て事業費の確定に伴い、減額補正を行います。 

 それから、次です。橋梁整備債１，３３０万円は、

上野橋等橋梁長寿命化に係る市債に加え、次の消雪

装置の整備事業債の１，８００万円につきましても、

事業費確定に伴い減額を行うものです。 

 それから、次の河川債になります。河川改良事業

債１，８００万円につきましても、河川しゅんせつ

事業と普通河川事業に係る市債で、こちらにつきま

しても事業費の確定に伴い、減額をするものです。 

 それから、今度は繰越明許費になります。１６４

ページをご覧ください。表の真ん中辺りの土木費で、

まず、土木管理費は、内水処理事業の３，６３０万

円繰り越します。次に、道路橋梁費では、道路維持

費４，７７４万７，０００円以下７つの事業を、河

川費につきましては、河川改良費９４９万円及び普

通河川整備事業３，６２９万３，０００円を総じて

年度内の完了が困難となったため、翌年度に繰り越

すものです。 

 それから、最後です。１６８ページをご覧くださ

い。地方債補正です。表の上から３つ目、急傾斜地

崩壊対策事業費、それから、内水処理施設整備事業

費は排水ポンプ施設です。それから、次の土木管理

事業費は、鶴岡第３樋管、それから、道路整備事業

費は大規模舗装修繕事業以下５事業と、次の橋梁整

備事業費は上野橋橋梁長寿命化事業、次の消雪装置

の整備事業費に加え、河川改良事業費は、河川しゅ

んせつ事業と普通河川の整備事業費など、全て限度

額を変更するもので、金額は記載のとおりです。詳

細は、先ほど歳入で説明しましたとおりです。 

 建設課からは以上です。 

○分科会長（米田 達也） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 説明たくさんありがとうござ

いました。 

 先ほどの説明の中で消雪装置のことがあったん

ですけれども、消雪装置については、時期の前に点

検とかされてるのをよく見るんですけれども、私よ

くあそこの、竹野からこっち側の市場の前のとこを

通ることがあるんですけども、あそこを点検されて

るんだろうけど、すごくぴゅうって空高く噴水のよ

うに上がってることが多々ありまして、点検しても

よくならないということなのか、ちょっと分からな

いのでお願いします。 

○分科会長（米田 達也） 久田課長。 

○建設課長（久田  渉） 消雪点検の点検業務を別

途出してまして、シーズンに入る前と、それから終

わった後、除雪の途中もあったときは直すようにし

ています。シーズンの前と後に点検した結果、補修

の予算を６月で確保しまして、次の１１月までに完

了してというような、そんなサイクルで行っており

ます。 

○分科会長（米田 達也） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） してもらっててもなかなかよ

くなってない場所なんだろうと思うんですけど、通

行量も大変多いですので、ちょっと危険を感じると

きもあったりして、ぜひそういう不具合のところは

特に点検をして直していただくようによろしくお

願いします。要望です。 

○分科会長（米田 達也） ほかにありませんか。 

 浅田委員。 

○委員（浅田  徹） ２３６ページです。工事請負

費の道路維持の修繕工事ということで、３，３５６

万７，０００円が不用額ということです。これを聞

いて、僕は問題があると思ってます。やはりこれは

各地区から、行政体から多分要望書で側溝の修繕と

か、流れが悪いとか、そういう要望が全部凝縮した

ものがこの予算です。やっぱりこの３，３００って

いうのは、これは不用じゃなくて、必要なんだけど

も、働き方改革もあるけどね、やっぱりこれが行き

渡ってこそ、市民もようなったなっていうのが一番

感じるところなんでね、側溝１枚、蓋１枚でもね、

やっぱりこれは使い切るいうことでないと、これは

不用じゃなくて、１００あったら、例えば５０、あ

とのこの残りの５０、これも含めてね、多分ようけ
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残ってると思うんで、これはしっかりやり切っとい

ていただきたいなと。 

 もう一つは、額は少ないんだけども、２００万円

ちょっと足らずなんだけど、区画線。これも路線

云々だけども、こういうものも非常にもう市道の要

は外側線、センターラインも含めて、かなりこれも

たくさん聞いてるんでね、走りにくいと。こういう

もの、残すというような感覚じゃなくて、職員さん

は本当に大変だと思うんだけどね。やっぱり早めに

しないと、これ地域経済も土木屋さんにも全てつな

がることなんで、みんな市民にお金が回っていって

よくなる事業なんだから、これはきっちりこういう

ことは考えてもらって、強い意見、要望にさせても

らいます。そら気持ちは分かる、もうそれ以上のこ

とは言えないです。 

○分科会長（米田 達也） 久田課長。 

○建設課長（久田  渉） 次年度からは全部使い切

るよう頑張ります。 

○委員（浅田  徹） 頑張ってください。 

○分科会長（米田 達也） ほかにありませんか。 

○委員（浅田  徹） 頑張れよって言いに行きます

んで。課長は悪いことないです。 

○分科会長（米田 達也） ちょっと僕１点、２３７

ページで、竹野道路の起工式、来年って言われたん

ですけど、来年度なのか、ちょっとそれ確認で。 

○建設課長（久田  渉） 時期はまだ分かりません

けど、今年の話になります。 

○分科会長（米田 達也） 今年ね。 

○建設課長（久田  渉） はい、すみません。今年

です。 

○分科会長（米田 達也） 来年度ですね。ありがと

うございました。 

 ほかに。 

 なければ質疑を打ち切ります。 

 次に、都市整備課、お願いいたします。 

 都市整備課、堂垣課長。 

○都市整備課長（堂垣 俊裕） 都市整備課所管分に

ついて説明いたします。まず、歳出の補正予算から

です。 

 議案書の２０３ページをご覧ください。説明欄の

一番上の枠の８行目、基金管理費１億５８１万９，

０００円のうち、都市整備課分として４０万円を増

額補正するものです。内訳としまして、財政調整基

金積立金の３，１１９万円のうち、都市整備課分と

して４９万円の増額と、１つ飛んで、市債管理基金

積立金マイナス１０５万円のうち、都市整備課分と

して９万円の減額で、いずれも事業実績の確定に伴

い、積立額と事業実績に応じた必要積立額に生じる

誤差を調整するものです。 

 次に、一番下の枠の鉄道交通対策事業費３８８万

５，０００円の減額です。内訳としまして、ＪＲ山

陰本線利用促進事業実施業務５０万円の減額は、事

業の執行見込みによる減額です。 

 次の鉄道軌道安全輸送設備等整備事業費の３３

８万５，０００円の減額は、北近畿タンゴ鉄道の施

設整備に係る沿線自治体で支援する補助金ですけ

ども、国の社会資本整備総合交付金の交付決定に伴

い、事業内容の見直しにより減額するものです。 

 それから、次の事業、バス交通対策事業費１，４

５４万９，０００円の減額です。内訳としましては、

業務委託料のバス運行管理業務２９万９，０００円

の減額は、竹野南地区新交通モード実証運行業務の

精算見込みによる減額です。 

 次の補助金１，４２５万円の減額ですが、まず、

地方バス等公共交通維持確保対策費１，７９９万８，

０００円の減額は、全但バス株式会社が運営する路

線バスの運行経費に係る補助金ですが、精算見込み

により減額するものです。 

 次の市街地循環バス事業費３７４万８，０００円

の増額については、コバスの運行経費の高騰や修繕

料の増額に伴うものです。 

 次に、２０７ページをご覧ください。上から４つ

目の枠の但馬空港利用促進事業費５１８万５，００

０円の減額ですが、旅費とコウノトリ但馬空港利用

促進協議会への補助金の精算見込みによる減額補

正です。 

 歳出補正の説明は以上です。 

 次に、歳入補正です。１７９ページをご覧くださ
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い。一番下の囲みの１行目、行政財産目的外使用料

５８万３，０００円のうち、マイナス６万１，００

０円が都市整備課分で、市営バス停留所の自動販売

機設置の使用料の減額によるものです。次の有償旅

客運送使用料３９万３，０００円の減額は、運賃収

入の減少によるものです。 

 次に、１８３ページをご覧ください。一番上の節

１、総務管理費補助金の地域公共交通確保維持改善

事業費補助金の３０万円の増額は、イナカー運行管

理業務の精算見込みによる国庫補助金です。 

 次に、同じ枠の３行下の社会資本整備総合交付金

の地域公共交通再構築事業のマイナス１６９万３，

０００円は、先ほど歳出で説明しましたとおり、北

近畿タンゴ鉄道株式会社への鉄軌道などの補助金

に係る国庫補助金で、国の交付決定額に合わせて減

額するものです。 

 次に、１８５ページをご覧ください。一番下の囲

みの３行目、節１、総務管理費補助金の地域公共交

通再構築事業費補助金の４６万６，０００円の減額

は、北近畿タンゴ鉄道株式会社へ鉄軌道など兵庫県

から支出される補助金です。 

 次に、１９３ページをご覧ください。上から３つ

目の枠の１行目、節１、総務管理費受託事業収入の

有償旅客運送事業受託収入６万２，０００円の増額

は、イナカー竹野海岸線の香美町運行分の精算見込

みにより増額補正するものです。 

 次に、１９７ページをご覧ください。２つ目の枠

の一番上、節１、総務管理債、鉄道交通対策事業債

の京都丹後鉄道軌道安全輸送設備等の１７０万円

の減額は、北近畿タンゴ鉄道株式会社へ鉄軌道など

の補助金に係る市債です。 

 歳入補正の説明は以上となります。 

 次に、繰越明許費補正です。１６５ページをご覧

ください。表の一番上の中央公園整備事業１，１０

０万円は、市民体育館解体工事等が年度内の完了が

見込めないため、翌年度に繰り越しするものです。 

 繰越明許費補正の説明は以上です。 

 次に、地方債補正です。１６７ページをご覧くだ

さい。第４表の地方債補正、一番上の行、鉄道交通

対策事業費の京都丹後鉄道軌道安全輸送設備等に

つきましては、北近畿タンゴ鉄道株式会社への補助

金減額に伴い、限度額を３，１１０万円から２，９

４０万円に変更しようとするものです。 

 都市整備課からの説明は以上です。 

○分科会長（米田 達也） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（米田 達也） 質疑を打ち切ります。 

 次に、建築住宅課、お願いいたします。 

 建築住宅課、小川課長。 

○建築住宅課長（小川 琢郎） 主なものを説明させ

ていただきます。 

 歳出の補正です。２４１ページをご覧ください。

一番下の表の説明欄のところをお願いします。住宅

管理費２，２６９万５，０００円の減額をしており

ます。これは栄町住宅１号棟外壁の修繕工事、これ

を今年度実施を見送ったために減額を行っており

ます。そのほかは事業実績見込みによる不用額の減

額です。この栄町１号棟につきましては、改修工事

に係る国庫支出金、これが満額付かなかったという

ことがありましたので、工事を先送りにしたもので

す。 

 なお、この工事は令和７年度当初予算に計上して

おります。 

 その下、住宅耐震改修促進事業費８３６万円の減

額を行っております。 

 次のページ、２４３ページをご覧ください。補助

金のところです。８３１万５，０００円の減額を行

っております。耐震改修に係る補助金の実績見込み

による不用額の減額を行っております。 

 その下ですけども、住宅新築資金等貸付金回収事

業費１４万５，０００円の減額を行っております。

この貸付金の回収に係る事務費用、この実績見込み

による不用額を減額しております。その下ですけど

も、老朽危険空き家対策事業費、これを２万円減額

しております。会議の出席負担金の実績見込みによ

る不用額です。 

 次のページ、２４５ページをご覧ください。上の
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表、災害対策費の説明欄、災害対策事業費補助金の

ところです。土砂災害対策支援事業費６００万円の

減額を行っております。これは補助に対する申請が

なかったので全額を減額しております。 

 歳出は以上です。 

 次に、歳入の補正です。１７９ページをご覧くだ

さい。下の表、３つ目、土木使用料、住宅使用料の

ところですけども、５８２万２，０００円を減額し

ております。これも実績見込みによる減額です。 

 １８３ページをご覧ください。上から４つ目のと

ころの土木費国庫補助金の中の住宅補助金、社会資

本整備総合交付金です。１，６９５万８，０００円

減額しております。これは実績見込みによる不用額

等の減額などですけども、その中で簡易耐震診断推

進事業費、これは少し増やしております。耐震診断

の申込件数が当初予算の件数よりも多かったとい

うことで途中に予算の流用を行っております。その

関係で財源更正を行った補正でございます。 

 次に、３行目の住宅新築資金等貸付金償還推進助

成事業費補助金１万５，０００円を増額しておりま

す。貸付資金の改修費用に係る補助を受けることと

したため、これは新たに計上をしております。 

 次が１８９ページをお願いします。一番上の表、

２つ目、消防費県補助金災害対策事業費補助金２６

３万円の減額です。住宅・建築物の土砂災害対策支

援事業費補助金で、国庫補助金と同様の内容です。 

 歳入の説明は以上です。 

 繰越明許費、債務負担行為、地方債の補正はござ

いません。 

 建築住宅課分は以上です。 

○分科会長（米田 達也） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 上田委員。 

○委員（上田 伴子） １点、２４１ページかな、栄

町の住宅の改修の件ですけれども、先ほど言われた

のは、令和７年度に完成を目指してされるというこ

とでありましたか。 

○分科会長（米田 達也） 小川課長。 

○建築住宅課長（小川 琢郎） 令和７年度の当初予

算にこれは計上いたしております。今年度の実施は

補助金の関係でちょっと実施を見送っておりまし

て、来年度１年間で完成する予定です。 

○分科会長（米田 達也） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） なかなか私も頼まれてちょっ

と聞いたりしたんですけども、やっぱり豊岡市内の

市営住宅のほうがいろいろと便利だということが

ありまして、市内の市営住宅に入りたいという方が

あってちょっと探してもらったんですけど、なかな

か案件に、夫婦でないと入れないとか、一人だった

らあそこしかないとかいうことがあって、空き室が

限られている中で栄町はそういう条件に見合うよ

うなとこだったんだけども、まだ改修が済んでない

ということがあったので、できるだけ早くそういう

方が入れるように改修をよろしくお願いしたいと

思います。これは令和７年度のいつ頃ぐらいに完成

予定か、まだ分かりませんね。 

○分科会長（米田 達也） 小川課長。 

○建築住宅課長（小川 琢郎） 今完成予定いうのは

栄町１号棟。 

○委員（上田 伴子） はい。 

○建築住宅課長（小川 琢郎） 具体的な時期という

のは分かりませんけども、来年度ほかの工事との調

整をしながら進めていく予定にしてますので、ちょ

っとまだ具体的なところまでは計画はできており

ません。 

○委員（上田 伴子） はい、分かりました。 

○分科会長（米田 達也） ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（米田 達也） 質疑を打ち切ります。 

 続いて、地籍調査課、お願いいたします。 

 地籍調査課、上阪課長。 

○地籍調査課長（上阪 善晴） ２３１ページをご覧

ください。補正理由としましては、県補助金の減額

割当て及び事業費の精査を行い、減額補正をお願い

するものです。 

 歳出は、説明欄の枠組み上から２つ目、地籍調査

事業費です。５０９万３，０００円の減額となりま

す。主な費用は、業務委託料の地籍調査業務で４５
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２万１，０００円を減額します。 

 次に、歳入です。１８７ページをご覧ください。

枠組み上から６つ目の農業費補助金です。説明欄の

上から３行目、地籍調査事業費補助金です。３６６

万７，０００円を減額しています。 

 説明は以上です。 

○分科会長（米田 達也） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（米田 達也） 質疑を打ち切ります。 

 続いて、農業委員会事務局、お願いいたします。 

 農業委員会事務局、安藤局長。 

○農業委員会事務局長（安藤 洋一） 歳出補正につ

いて説明いたします。２２９ページをご覧ください。

６款農林水産業費の説明欄１行目、農業委員会費か

ら説明いたします。執行見込みによる不用額の減額

をしております。説明欄をご覧ください。主な理由

について説明いたします。報償金については、農業

委員、農地利用最適化推進委員を対象にした研修会

に要する講師謝礼の予算ですが、謝礼を要しない研

修会を実施したこと、次に、費用弁償については、

１泊２日の委員行政視察研修を実施しましたが、都

合悪く参加されなかった委員がいたこと、次に、自

動車借り上げ料については、委員行政視察研修バス

借り上げを目的とした予算ですが、３業者から見積

りを徴し、業者を決定しましたところ、当初の予定

額よりも安価であったこと、以上のことから不用額

が生じ、減額をしております。 

 次に、歳入予算について説明いたします。１８７

ページをご覧ください。説明欄の６枠目の上から８

行目の農地利用最適化交付金について説明いたし

ます。 

 交付金の内示額に合わせ、５１万２，０００円減

額し、２１６万４，０００円の交付金額としており

ます。その他の補正はございません。 

 農業委員会事務局からの説明は以上です。 

○分科会長（米田 達也） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（米田 達也） 質疑を打ち切ります。 

 ここで、建設経済分科会を暫時休憩します。 

午前１０時４０分 分科会休憩 

──────────────────── 

午前１０時４１分 委員会再開 

○委員長（米田 達也） それでは、ただいまから建

設経済委員会を再開します。 

 第２５号議案、令和６年度豊岡市太陽光発電事業

特別会計補正予算（第２号）を議題とします。 

 当局の説明を求めます。 

 コウノトリ共生課、宮垣課長。 

○コウノトリ共生課長（宮垣  均） 令和６年度豊

岡市太陽光発電事業特別会計補正予算を説明させ

ていただきます。 

 議案書３９７ページをご覧ください。本案では、

第１条で歳入歳出予算の総額から歳入歳出をそれ

ぞれ７９２万７，０００円を減額し、予算総額をそ

れぞれ１億３８１万４，０００円としております。 

 主な内容につきましては、事項別明細書のほうで

説明させていただきますので、４０９ページをご覧

ください。歳出では、上の枠、総務費の基金積立金

を３７５万８，０００円減額しています。これは各

地場ソーラーの出力制御に伴いまして、売電収入の

ほうが減額しております。それが大きな要因となっ

ております。中枠の施設費につきましては、消費税

の今年度納付額が確定したことにより３４７万１，

０００円を減額しております。下の枠、一般会計繰

出金につきましては、事業の精算に伴い６９万８，

０００円を減額しております。 

 次に、歳入です。４０７ページをご覧ください。

歳入では、一番上の枠、生産物売払い収入の電力売

電収入を出力制御が大きな要因となり、８００万円

を減額しております。 

 説明は以上です。よろしくご審議お願いします。 

○委員長（米田 達也） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（米田 達也） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 



 16 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（米田 達也） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（米田 達也） ご異議なしと認めます。よ

って、第２５号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 以上で第１部の議案審査は終了いたしました。 

 この際、当局の皆様からご発言はございませんか。 

 じゃあ、ここで建設経済委員会を暫時休憩いたし

ます。 

午前１０時４３分 委員会休憩 

──────────────────── 

午前１０時５３分 委員会再開 

○委員長（米田 達也） 休憩前に引き続き委員会を

再開いたします。 

 次に、当局からの報告事項についてですが、地籍

調査課から報告について申出があり、これを許可し

ておりますので、ご了承願います。 

 それでは、地籍調査課から、法務局地図作成事業

について説明をお願いします。 

 地籍調査課、上阪課長。 

○地籍調査課長（上阪 善晴） 本日は貴重なお時間

をいただきましてありがとうございます。 

 法務局地図作成事業について、地籍調査課からご

報告申し上げます。 

 資料をご覧ください。１月末の委員会にて、この

事業の採択決定後に、太田委員と小森委員に別途ご

説明する旨を申し上げておりましたけれども、本会

議にてご質問いただきましたので、報告事項として

ご報告させていただきます。 

 報告事項の資料をご覧いただきたいと思います。 

 法務局地図作成事業ですけれども、人口集中地区

かつ法務局の地図と現況土地の位置、形状が相違す

るなど、地図混乱の問題がある地域において、問題

解消のために法務局が現地立会いをして精度の高

い地図を改めて作成し、登記も更新される全額国費

の国直轄の事業です。今回の事業主体につきまして

は、神戸地方法務局となります。 

 事業期間については、この４月から２年間。今想

定している範囲ですけれども、左図の赤色の範囲、

この範囲内、元町、小田井町、幸町、寿町、泉町、

中央町、千代田町及び大手町、それぞれの一部、約

４８ヘクタール、筆数にして３，４００筆余りとか

なり大きな範囲になります。ただし、この想定範囲

につきましては、まだ変更の可能性があります。 

 実は、円山川の廃川敷についてもちょっとおかし

いというふうなことが分かりましたので、この辺変

更する可能性もございます。 

 事業でのメリットにつきましては、緑枠内のとお

りでして、ほぼこれは地籍調査と同じメリットなん

ですけれども、一番下の最も地図が混乱している箇

所につきましては、権利変更を想定するということ

で、ここは法務局の事業でしかできない、権利まで

さわるという事業になっております。 

 次に、地図困難となった経緯ですけれども、大正

時代、人口増加と好景気を背景に将来を見据えた都

市計画、大豊岡構想というのがありまして、１９２

１年から耕地整理事業、人口増加に伴う宅地造成と

か道路網整備、実質駅西の区画整理みたいな事業な

んですけれども、それをやっておりました。それか

ら、１９２２年から円山川の改修工事ということで、

水害対策のために大きく蛇行していた円山川の本

流を付け替えする工事。この工事によって、南中学

校、市民会館、中央駐車場などの廃川敷ができた事

業です。そのさなかの１９２５年５月２３日、北但

大震災が発災して、復興事業と既存市街地の道路整

備が一体的に行われ、今の町並みが一挙に形成され

ました。このために想定範囲の特に既存市街地につ

いては二重登記、それから、地番表示の相違、それ

から、空白地など、多くの問題があります。 

 時間が経過して目立たなくなっているんですけ

れども、土地の相続とか売買の際、それから、相隣

関係に多くの課題がありまして、権利関係が複雑化

しています。 

 次に、問題解消に向けてですけれども、権利関係

が複雑化しておりまして、現在進めてる地籍調査で
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は、所有権の変更を全くできずに対応が困難でして、

これまでから国の事業により取り組んでいただく

ように神戸地方法務局に対してお願いをしてまい

りました。 

 北但大震災から１００年間解決できなかった問

題ですけれども、改めて法務局事業により解消をお

願いしております。 

 ただし、現時点では事業採択が未定です。この国

会の予算、これが通らないとまず確定しないんです

し、ですので、３月末に法務省の本省から直接事業

採択の通知が来るという予定になっております。 

 事業採択がされまして、スケジュール等の詳細が

判明すれば、まず、該当する区の役員の方の説明会

を、それから、地権者の説明会のスケジュールを調

整させていただいて行ってまいりたいと思います。 

 関係議員の方には、お願いすることもあろうかと

思いますけれども、またよろしくお願いします。 

 説明は以上です。 

○委員長（米田 達也） 説明は終わりました。 

 何か質問があれば、挙手お願いいたします。 

 ないようですので、この件はこの程度でとどめた

いと思います。 

 地籍調査課の皆様はここで退席していただいて

結構です。お疲れさまでした。 

○委員（浅田  徹） よろしくお願いします。 

○委員長（米田 達也） ここで建設経済委員会を暫

時休憩いたします。 

午前１０時５８分休憩 

──────────────────── 

午前１０時５８分再開 

○委員長（米田 達也） 休憩前に引き続き建設経済

委員会を再開いたします。 

 本日は、昨日の委員会に引き続き、審査日程表の

とおり議案の審査を行います。 

 本日は、当局の出席を２部に分けて審査を行いま

す。そのため、議案番号順の審査とならないことを

あらかじめご了承ください。 

 委員の皆さん、当局の皆さん、質疑、答弁に当た

りましては、くれぐれも要点を押さえ、簡潔明瞭に

行うなど、スムーズな議事進行に格別のご協力をお

願いいたします。 

 初めに、第７号議案、事業契約の変更契約の締結

についてを議題とします。 

 当局の説明を求めます。 

 日高振興局地域振興課、徳味参事。 

○日高振興局地域振興課参事（徳味 卓示） 失礼し

ます。それでは、第７号議案、事業契約の変更契約

の締結についてご説明申し上げます。 

 議案書の５７ページをご覧ください。第７号議案、

事業契約の変更契約の締結についてです。 

 本案は、１月の臨時議会で債務負担行為の議決を

いただきましたが、植村直己冒険館機能強化改修運

営事業の事業契約の規定に基づき、物価変動に伴い、

サービス単価を改定することについて変更契約を

締結しようとするものです。 

 提案内容につきましては、本会議で日高振興局長

が説明したとおりとなります。 

 説明は以上です。 

○委員長（米田 達也） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（米田 達也） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（米田 達也） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（米田 達也） ご異議なしと認めます。よ

って、第７号議案は、原案のとおり可決すべきもの

と決定しました。 

 次に、第８号議案、財産の無償貸付についてを議

題とします。 

 当局の説明を求めます。 

 日高振興局地域振興課、徳味参事。 

○日高振興局地域振興課参事（徳味 卓示） 失礼し

ます。第８号議案、財産の無償貸付について説明申

し上げます。 
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 議案書の６１ページをご覧ください。本案は、日

高農林産物加工研修所を現在の指定管理者である

日高振興公社に無償貸し付けしようとするもので

す。 

 提案内容につきましては、本会議で日高振興局長

が説明したとおりですが、若干補足説明いたします。 

 この加工研修所は、土地、建物ともに市の所有で

ありまして、建物は昭和６３年３月竣工であります。

築年数は３７年となります。現在も指定管理者を介

して加工に従事される団体、各団体にご利用いただ

き、地元の農産物を活用した加工品、特産品を生産

しております。施設は生産のための作業場のほか、

原材料をストックする倉庫や休憩室等で構成され

ております。 

 説明は以上です。 

○委員長（米田 達也） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（米田 達也） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（米田 達也） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（米田 達也） ご異議なしと認めます。よ

って、第８号議案は、原案のとおり可決すべきもの

と決定しました。 

 次に、第９号議案、財産の無償貸付についてを議

題とします。 

 当局の説明を求めます。 

 出石振興局地域振興課、神谷参事。 

○出石振興局地域振興課参事（神谷 謙二） それで

は、議案書６５ページをご覧ください。第９号議案、

財産の無償貸付でございます。 

 提案内容につきましては、本会議で出石振興局長

が説明したとおり、２０２４年１２月議会で廃止議

決を受けました出石農産物加工場の建物と附属設

備、敷地につきまして、廃止後の活用方法に関する

サウンディング型市場調査の結果を踏まえまして、

現在と同様、農産物加工等の用途で現在の指定管理

者である「こぶしの里・いずし」加工グループ連絡

協議会に１０年間の無償貸付けを行おうとするも

のです。 

 なお、貸し付け後の光熱水費等維持管理費は全て

貸付相手が負担することとしております。 

 説明は以上です。 

○委員長（米田 達也） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（米田 達也） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（米田 達也） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（米田 達也） ご異議なしと認めます。よ

って、第９号議案は、原案のとおり可決すべきもの

と決定しました。 

 次に、第１６号議案、豊岡市公営企業の設置等に

関する条例等の一部を改正する条例制定について

を議題とします。 

 当局の説明を求めます。 

 下水道課、榎本課長。 

○下水道課長（榎本 啓一） 議案書１２５ページを

ご覧ください。第１６号議案、豊岡市公営企業の設

置等に関する条例等の一部を改正する条例制定に

ついて説明をさせていただきます。 

 改正の内容につきましては、処理区の統廃合事業

により、日野辺処理区を廃止し、出石処理区に統合

するために必要な条例の改正を行うもので、本会議

で上下水道部長が説明したとおりですが、改めて条

例新旧対照表で説明をさせていただきます。 

 １２９ページをご覧ください。豊岡市公営企業の

設置等に関する条例では、コミュニティ・プラント

の処理区である日野辺処理区を特定環境保全公共

下水道の出石処理区との統合により廃止すること
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に伴い、条例からコミュニティ・プラント事業を削

除するものです。 

 次のページをご覧ください。豊岡市下水道事業に

地方公営企業法の規定の全部を適用する条例及び

次のページの豊岡市集落排水処理施設等の設置及

び管理に関する条例についても、先ほどと同様の理

由により、条例からコミュニティ・プラント事業を

削除するものです。 

 説明は以上です。 

○委員長（米田 達也） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（米田 達也） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（米田 達也） お諮りします。本案は、原

案のとおり可決すべきものと決定してご異議あり

ませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（米田 達也） ご異議なしと認めます。よ

って、第１６号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 ここで委員会を暫時休憩します。 

午前１１時０７分 委員会休憩 

──────────────────── 

午前１１時０７分 分科会再開 

○分科会長（米田 達也） ただいまから建設経済分

科会を再開いたします。 

 それでは、第１８号議案、令和６年度豊岡市一般

会計補正予算（第１１号）を議題とします。 

 当局の説明は、出席部署の組織順に歳出、歳入、

あれば繰越明許費、債務負担行為補正及び地方債補

正の順でお願いいたします。 

 質疑については、課ごとに行います。討論、表決

については、全ての課の説明及び質疑が終了次第行

います。 

 それでは、まず、城崎振興局地域振興課、お願い

いたします。 

 城崎振興局地域振興課、橋本参事。 

○城崎振興局地域振興課参事（橋本 郁夫） 私から

は１件になります。１６４ページをお開きください。

８番の土木費、２番の道路橋梁費、その横の道路橋

梁総務費２０万円です。こちらは兵庫県によって進

めておられます城崎大橋の架け替えの橋の完成式

典に係る費用でございます。昨年の秋の時点では、

今年度中に橋が完成するということで、１２月の予

算補正で２０万円をいただきましたが、その後ちょ

っと事業が遅れるということで、年度を越してしま

うということが起きましたので、来年度にこの予算

のほうを繰り越しさせていただきます。 

 説明は以上です。 

○分科会長（米田 達也） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（米田 達也） 質疑を打ち切ります。 

 次に、竹野振興局地域振興課、お願いいたします。 

 竹野振興局地域振興課、森口参事。 

○竹野振興局地域振興課参事（森口 佳徳） 歳出の

説明をいたします。 

 ２０３ページをご覧ください。説明欄上の枠の上

から１３行目、基金管理費の市債管理基金積立金の

うち、竹野振興局分として９６万円を減額するもの

です。これはたけの海上花火大会事業で、花火の打

上が中止となり、補助金の減額により積立金を減額

するものです。 

 次に、２０７ページをご覧ください。説明欄一番

上の枠、竹野振興局プロジェクト事業費の補助金３

４６万４，０００円の減額は、先ほど説明しました

花火の打上中止による補助金の減額及び竹野焼杉

板景観保全事業の精算によるものです。 

 説明は以上です。 

○分科会長（米田 達也） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（米田 達也） では、質疑を打ち切りま

す。 

 続いて、日高振興局地域振興課、お願いいたしま

す。 
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 日高振興局地域振興課、徳味参事。 

○日高振興局地域振興課参事（徳味 卓示） 失礼し

ます。２３５ページをご覧ください。まず、歳出に

つきましてです。この上の枠の商工費でございます。

その説明欄最下段のほうにあります道の駅「神鍋高

原」整備事業費についてです。来年度施工予定の道

の駅の改修について、実施設計の経費として、今年

度予算で１，０５０万円の配当いただいておりまし

たが、年度末の執行見込みにより、不用額１１５万

円を減額するものです。 

 続いて、やや戻りますが、１９７ページをご覧く

ださい。歳入につきましてです。下から３段目の商

工債の説明欄のうち、その上段の観光施設整備事業

債の道の駅「神鍋高原」について１２０万円の減額

としております。これは先ほど説明しました実施設

計経費の減額補正により、財源としていました市債

を減額するものです。 

 説明は以上です。 

○分科会長（米田 達也） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（米田 達也） 質疑を打ち切ります。 

 続いて、出石振興局地域振興課、お願いいたしま

す。 

 出石振興局地域振興課、神谷参事。 

○出石振興局地域振興課参事（神谷 謙二） それで

は、初めに歳出についてご説明をいたします。２５

１ページをご覧ください。下から二枠目の下から５

行目、永楽館管理費です。設計監理委託料４５万１，

０００円と空調設備補修工事費２１０万１，０００

円をそれぞれ減額するものです。これは２０２４年

１０月に工事のほうが完了しましたので、その実績

に基づき、不用額を減額するものです。 

 歳出の説明は以上です。 

 続きまして、歳入です。１９９ページをご覧くだ

さい。下から４つ目の枠、社会教育施設整備事業債

の永楽館分、２３０万円の減額です。これは先ほど

歳出のほうで説明いたしました永楽館空調設備公

共事業費の減額による適債経費の減額に伴う起債

の減額になります。歳入の説明は以上です。 

 続きまして、地方債です。１６９ページをご覧く

ださい。上から３、４行目の社会教育施設整備事業

費の永楽館分です。こちらも歳入で説明したとおり

です。 

 出石振興局からの説明は以上です。 

○分科会長（米田 達也） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（米田 達也） 質疑を打ち切ります。 

 次に、水道課、お願いいたします。 

 水道課、谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） 私からは、水道事業に関

する部分についてご説明させていただきます。 

 議案書２２７ページをご覧ください。歳出でござ

います。上の表の説明欄の最下段、水道事業会計負

担金を４，３３９万２，０００円減額しています。

内容といたしましては、一つは、人工衛星画像を活

用した漏水調査事業の事業費の確定に伴い、補助金

を減額するものです。もう一つは、補助対象事業で

今年度実施を予定しておりました城崎・港給水区配

水施設整備事業が国県事業との調整により先送り

になったこと、また、城山配水池耐震補強事業で配

水池の劣化が想定以上で工事範囲の増加が必要と

なり、今年度の事業規模を縮小し、次年度以降への

事業を継続したということにより、それぞれの補助

事業に対する一般会計から繰り出す予定であった

額を減額するものです。 

 １８３ページをご覧ください。説明欄の下から２

段目、デジタル田園都市国家構想交付金ですが、デ

ジタル実装タイプの減額３４６万４，０００円のう

ち、２８７万６，０００円が人工衛星画像を活用し

た漏水調査事業の事業費確定に伴うものでござい

ます。 

 １９７ページをご覧ください。下の表、市債です。

説明欄の上から３段目の水道施設整備事業債、ここ

から先ほどの城崎・港給水区、配水施設整備事業及

び城山配水池耐震補強事業に係る繰り出しに充当

する予定にしていた４，０５０万円を減額しており



 21 

ます。 

 続いて、１６７ページをご覧ください。地方債補

正の表です。表の１３行目、水道施設整備事業費、

こちらも先ほどの市債の４，０５０万円を減額を反

映しております。 

 説明は以上です。よろしくお願いいたします。 

○分科会長（米田 達也） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（米田 達也） 質疑を打ち切ります。 

 次に、下水道課、お願いいたします。 

 下水道課、榎本課長。 

○下水道課長（榎本 啓一） 歳出から説明をさせて

いただきます。２２７ページをご覧ください。説明

欄の上から２番目の枠、浄化槽設置事業費補助金８

６万４，０００円の減額は、補助金交付規定に基づ

く申請がありませんでしたので減額するものです。 

 次に、２４１ページをご覧ください。真ん中の囲

いの下のほう、下水道事業会計負担金１，７５７万

３，０００円の減額は、令和６年度事業の精算見込

みにより、一般会計からの負担金を減額するもので

す。 

 次に、歳入です。１８３ページをご覧ください。

説明欄上から４番目の枠、循環型社会形成推進交付

金の２８万８，０００円の減額は、浄化槽設置に係

る補助金で、対象となる申請がありませんでしたの

で、全額を減額するものです。 

 以上です。 

○分科会長（米田 達也） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 上田委員。 

○委員（上田 伴子） ちょっと１点分からないので

教えてください。 

 下水道のほうで、浄化槽の補助金というのを上げ

ておられたけど申請がなかったということだった

んですけれども、それは一般住宅とかそういう、ど

ういうんですか、商売をしていらっしゃる方とか、

全部に向けてのそういう補助金なんでしょうか。 

○分科会長（米田 達也） 榎本課長。 

○下水道課長（榎本 啓一） この補助金につきまし

ては、集合処理以外の地域において一般住宅を対象

に補助するものです。 

○分科会長（米田 達也） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） まだしておられない一般住宅

の方が残ってるということは把握しておられるん

ですね。 

○分科会長（米田 達也） 榎本課長。 

○下水道課長（榎本 啓一） 区域内の中でまだ未接

続の世帯がどこかということは把握しております

が、区域外については把握のほうはしておりません。 

○委員（上田 伴子） はい、分かりました。 

○分科会長（米田 達也） ほかにございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（米田 達也） じゃあ、質疑を打ち切り

ます。 

 徳味参事。 

○日高振興局地域振興課参事（徳味 卓示） 恐れ入

ります。先ほどの説明で一部漏れておりましたので、

急遽申し訳ございません、追加させていただきたい

と思います。 

 １６７ページをご覧ください。こちら地方債の補

正でございます。最下段、道の駅「神鍋高原」がご

ざいます。ここの部分につきまして、先ほど説明申

し上げたとおり、道の駅神鍋高原につきまして、１

２０万円の減額ということでお願いをしておりま

す。 

 すみません、以上です。 

○分科会長（米田 達也） ただいま第１８号議案、

令和６年度豊岡市一般会計補正予算（第１１号）の

説明、質疑が全て終了しました。 

 それでは、討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（米田 達也） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案どおり可決すべ

きものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（米田 達也） ご異議なしと認めます。

よって、第１８号議案は、原案のとおり可決すべき



 22 

ものと決定しました。 

 ここで建設経済分科会を暫時休憩します。 

午前１１時２０分 分科会休憩 

──────────────────── 

午前１１時２０分 委員会再開 

○委員長（米田 達也） ただいまから建設経済委員

会を再開いたします。 

 初めに、第２６号議案、令和６年度豊岡市水道事

業会計補正予算（第４号）を議題とします。 

 当局の説明を求めます。 

 水道課、谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） 議案書４１１ページをご

覧ください。第２６号議案、令和６年度豊岡市水道

事業会計補正予算（第４号）につきましては、本会

議で部長が説明したとおりでございますが、私から

は、実施計画のページでご説明いたします。 

 ４１４ページをご覧ください。収益的収支のうち、

上の表、収入につきましては、水道事業が水道料金

と合わせて下水道使用料の徴収を行っているため、

その費用として、下水道事業から受け取っている下

水道使用料徴収等受託金を増額し、また、人工衛星

画像を活用した漏水調査事業に係る事業費の確定

に伴い、一般会計補助金を減額しております。 

 下の表につきましては、人件費の賞与引当金繰入

額と手当を補正しております。また、漏水調査事業

に係る負担金を減額し、消費税を増額しています。 

 続いて、４１５ページをご覧ください。こちらは

資本的収支の表になります。上の表、収入では、支

出の工事請負費に補正に伴い、企業債、一般会計出

資金、県補助金を減額しています。 

 支出では、建設改良費について、城崎・港給水区

配水施設整備事業が国県事業との調整により先送

りになったこと、また、城山配水池耐震補強事業で

配水池の劣化が想定以上で工事範囲の増加が必要

となり、今年度事業規模を縮小し、次年度以降への

事業としたため、工事請負費を減額しています。ま

た、賞与引当金繰入額を減額しております。 

 説明は以上です。 

○委員長（米田 達也） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 浅田委員。 

○委員（浅田  徹） 減額ということの中の例の人

工衛星を活用したということです。これはなかなか

豊岡市独自ではということがありますけども、これ

は不定期か、何か言わば全国規模でこういう時期に

やろうというような中で豊岡も乗っていく。そうい

う今後もこういうことが出てくるということにつ

いてはどうでしょうか。 

○委員長（米田 達也） 谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） 今回の事業につきまして

は、県が主導をいたしまして、そこに各事業体の希

望を取って参加をしたというものになっておりま

す。 

 今回デジタル田園の補助事業を使っております

ので、追跡調査が必要ということで、おおむね４年

後ぐらいにはもう一度調査をしなさいということ

になっておりますが、そのときに今回と同様に補助

率が取れるかどうかであったりとか、共同でするか

どうかっていうところが今後の調整といいますか、

補助につきましてもそのときにあるかどうかとい

うところもありますし、県下の事業体が一緒にでき

るかどうかというところは、今後また調整をしなが

らということになります。豊岡市につきましても、

数年後にはもう一度したいというふうには考えて

おります。 

○委員長（米田 達也） 浅田委員。 

○委員（浅田  徹） このインフラ、人口減含めて、

延び切ったもう配水管といいますか、非常に心配さ

れますので、そのタイミングを見ながら、一つまた

計画の中にも盛り込んでいただくような、それをお

願いしたいということで、以上です。 

○委員長（米田 達也） ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（米田 達也） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（米田 達也） お諮りします。本案は、原

案のとおり可決すべきものと決定してご異議あり
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ませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（米田 達也） ご異議なしと認めます。よ

って、第２６号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定いたしました。 

 次に、第２７号議案、令和６年度豊岡市下水道事

業会計補正予算（第４号）を議題とします。 

 当局の説明を求めます。 

 下水道課、榎本課長。 

○下水道課長（榎本 啓一） ４２３ページをご覧く

ださい。第２７号議案、令和６年度豊岡市下水道事

業会計補正予算（第４号）について説明をさせてい

ただきます。 

 内容につきましては、本会議で上下水道部長が説

明したとおりですが、私からは実施計画で説明をさ

せていただきます。 

 ４２６ページをご覧ください。補正予算第４号、

実施計画です。収入では、下水道事業収益を１，６

０９万９，０００円増額しております。内訳は、他

会計負担金の減額、長期前受金戻入の増額、消費税

及び地方消費税還付金の減額など、清算見込みに伴

う増減によるものです。 

 次に、支出ですが、下水道事業費用を６，２４６

万２，０００円増額しています。内訳は、北但行政

事務組合への汚泥処理負担金の精算による減額、使

用料徴収事務として水道課へ支払う負担金の増額

及び統廃合工事と長寿命化対策工事の推進による

資産減耗費の増額などによるものです。 

 次のページをご覧ください。資本的収入は、国の

補助金が予算額を下回ったため、事業精査により企

業債及び国庫補助金の減額、また、雨水事業の清算

による他会計補助金の減額及び今年度実績に基づ

く受益者負担金の増額により、差引き５億５，４４

７万３，０００円を減額するものです。また、資本

的支出についても、補助金の減額に伴い、事業精査

による減額と統廃合事業に伴う新城崎大橋への下

水道管添架負担金が確定したことによる増額など、

差引き５億５，５２５万２，０００円の減額を行う

ものです。 

 説明は以上です。 

○委員長（米田 達也） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（米田 達也） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（米田 達也） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（米田 達也） ご異議なしと認めます。よ

って、第２７号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 以上で当委員会に付託された議案についての説

明、質疑、討論及び表決は終了いたしました。 

 この際、当局の皆様から何かご発言はありません

でしょうか。 

 ないようですので、ここで建設経済委員会を暫時

休憩いたします。 

午前１１時２７分 委員会休憩 

──────────────────── 

午前１１時３７分 委員会再開 

○委員長（米田 達也） それでは、休憩前に引き続

き委員会を再開いたします。 

 次に、当局からの報告事項についてですが、城崎

振興局、竹野振興局から報告について申出があり、

これを許可しておりますので、ご了承願います。 

 それでは、城崎振興局地域振興課から、さとの湯

基本計画について説明をお願いします。 

 城崎振興局地域振興課、橋本参事。 

○城崎振興局地域振興課参事（橋本 郁夫） ちょっ

と時間のほう、すみません、お願いしたいと思いま

す。 

 私からは、城崎温泉交流センター建て替えの事業

を今進めさせていただいておりまして、その今年度

は基本計画を作成ということで、基本計画の案がで

きましたので、ご説明させていただきます。 

 すみません、ちょっと資料のほうがデータのほう
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で送らせてもらってる部分と、あと、Ａ３判の部分

がちょっと見にくいかと思いましたので、紙で別途

お配りさせていただいております。 

 では、すみません、こちらデータのほうでご説明

します。 

 １枚おめくりください。１ページ目になります。

以前もこちらのほうご紹介させていただきました

が、こちらは昨年度行いました城崎地域におきます

公共施設の機能集約の方向性ということで、まちの

方々と検討会を行いまして、市の方針で各施設の方

向性を決定いたしました。 

 一番上のさとの湯、城崎温泉交流センターですが、

さとの湯につきましては、文芸館と麦わら細工伝承

館、その機能を統合して建て替えるということで方

向性を決めさせていただいております。 

 もう１枚めくっていただきまして、２ページにな

りますが、こちらが城崎温泉交流センター基本計画

検討会ということで、基本計画を作成するに当たり

まして、まちの方々のご意見をお伺いしようという

ことで、左側のほうに基本計画検討委員の皆様のリ

ストをつけております。各団体のほうから何名様ず

つかお越しいただきまして、こちらの検討会のほう

では、施設のコンセプトであったり、必要な機能な

どについて検討いただきました。 

 右側のほうは、分科会としまして、施設の運営検

討委員会ということで、これは城崎の公共施設の指

定管理者の方、その団体からご出席いただきまして、

こちらのほうでは、運営の管理とか収支関係、施設

のそういったものに関する事項についてご検討を

いただきました。 

 これらのご意見を基にしまして、もう１枚めくっ

ていただきましたものが、お配りしましたＡ３の資

料になります。こちらのほうでご説明申し上げます。 

 一番上、真ん中の辺りになりますが、コンセプト

としまして、城崎温泉、まちが一つの宿ということ

でうたっております。駅が玄関ということで、さと

の湯は玄関入ってすぐ前にございますので、さとの

湯は城崎温泉の玄関ホールということにさせても

らっています。 

 左側の列になりますが、まず初めに、その下のこ

れまでの経緯という中では、さとの湯は老朽化が著

しく、引き続き安全を確保することが難しい等の理

由で、また、施設の再開には大規模な改修が必要と。

さらに施設規模の関係から多大なランニングコス

トがかかって、収支状況が大変難しいという、これ

までの反省などを書かせていただいております。 

 その下の写真の辺りになりますが、こちらでは、

公共施設の在り方検討会、昨年度行った検討会の様

子がホームページで見れるようにＱＲコードなん

かもつけさせていただいております。 

 その下、１番、基本理念、施設の基本的な考え方

ですが、豊岡市基本構想の戦略目標、ローカルであ

ること等々を踏まえ、リニューアルを計画しますと

いうことで、リニューアルに際しましては、施設規

模、構造を適正化し、将来に課題が発生しにくい施

設という部分と、あと、維持管理のしやすい、運営

コストに配慮し、持続可能な施設とするということ

を目指しております。その下には、公共施設の集約

化の観点から、文芸館、麦わら細工伝承館の魅力を

伝える整備と、加えまして、本市の観光誘引をさら

に高める、そういった整備を目指していきます。 

 施設のコンセプトとしましては、先ほど申し上げ

ました、まち全体が一つの宿ということで、先ほど

の玄関ホールという部分がございますが、あと、さ

との湯は、これまでどおり７つの外湯の一つとして

位置づけるというのとともに、先ほどの玄関ホール

というような位置づけで考えていこうということ

にしました。 

 次に、真ん中の列、施設計画に入ります。２番の

１、施設全体の構成。こちらでは、（１）の温浴機

能、温泉の部分であります部分と、（２）の触れ合

い機能、こちらでは城崎文芸館、麦わら細工伝承館

の機能を集約しまして、さらにはＪＲの前にござい

ますので、待合スペースの機能、そういったものを

備えて、駅前のさらなるにぎわいをもたらすように

整備しようとしています。 

 ２の２、施設整備を行う上での考え方になります

が、一番上の丸では、１日の入浴者数を大体６００
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人程度、平均６００人と想定した規模での整備を行

います。これは２０２３年度の実績を基にする部分

や、あと、収支的なものをちょっと考えたようなこ

とでこの人数を想定しております。 

 ２つ目の丸が、サウナは整備する方向で検討いた

しますと。 

 ３つ目には、歴史文学の魅力、麦わら細工の展示、

これは現物の展示にこだわらず、効果的にスペース

を活用して展示していこうと考えております。 

 ５つ目の丸は、麦わら細工に関しましては、作品

展示に加えまして、製作体験できるワークショップ

ができるような場所と、あと染色場、そういったも

のを備えていきます。 

 その下、６つ目の丸は、災害時の一時的な退避場

所、イベントができるような場所も検討します。 

 そして、その下の２の３の施設全体ですが、一番

上の丸は、施設規模は機能に必要な面積は確保しま

すが、できるだけコンパクトでなるような検討をい

たします。 

 丸の２つ目が、敷地地盤が軟弱、大変ちょっと弱

い地盤がありますので、今ある地中の構造部、そう

いったものが活用できないかという部分や、あと、

重量ですね。建物の重量、そういったものもちょっ

となるべく軽量なものにできればという、そういっ

た検討も行います。 

 ３つ目の丸は、維持管理費の低減につなげるよう

検討します。 

 その下が、脱炭素、環境にも配慮していこうと。 

 あと、５つ目の丸のほうでは、ユニバーサルデザ

インもできるだけ取り入れようという部分や、最後

の丸は景観、城崎は温泉街ですので、景観にも意識

したものと考えております。 

 右側の列になりますが、２の４、ＪＲ西日本との

連携、協議というところ。 

 一番上の丸では、城崎温泉駅からの来訪者動線、

待合スペース等を活用し、駅と一体化したようなこ

とで、何か情報発信とか、城崎の魅力を伝えればと

いう、そういった協議を行うように考えております。 

 そして、丸２つ目ですが、さとの湯、線路のほう

の横にございまして、何か工事をする際には、ＪＲ

の建設工事となりますので、そういった協議のほう

も行ってまいります。 

 ３つ目の丸は、敷地の一部がＪＲ西日本からの借

用地となっております。足湯があるイベント広場と

いう部分になりますが、そこが借用地となっており

まして、そこを今後もその分をＪＲ西日本さんから

借りるような協議を行っていきます。 

 ３の施設運営についての考え方ですが、３の１、

施設運営方法、一番上の丸ですが、こちらはまた指

定管理制度を採用していこうという部分と、２つ目

の丸では、利用料金制を採用し、指定管理料をゼロ

円を基本として考えていこうと思いますが、文芸館

とかちょっと採算性の設備といいますか、そういっ

たものもございますので、ちょっと検討していこう

ということでしております。 

 一番下の丸が、リスク分担を明確にした上で指定

管理をしていこうと考えております。 

 ３の２の入浴料の料金体系ですが、泉源を所有し

ます湯島財産区との協議、検討を行い、料金体系考

えていこうとしております。 

 ４番の市営城崎温泉駅前駐車場の扱いにつきま

しては、一番上の丸では、建築の計画によって必要

なことが出てきますと、建物の用地として一部を使

用しようと検討しております。 

 下の丸では、駐車場の運営は、さとの湯と一体的

な経営ということも検討しようと考えております。 

 ５番目のスケジュールになりますが、２０２８年

度にリニューアルオープンが目標ということでし

ております。 

 ただ、下のほう、米印に書かせてもらってますが、

先ほど申し上げました、ＪＲとの関係がございまし

て、何か協議するときに時間がやはり大分かかるよ

うなこともございますので、スケジュールが変更に

なるようなことがあるとしております。 

 ６番目の施設整備の進め方につきましては、地域

の関係団体とまた意見を交換しながら進めようと

思っております。 

 この基本計画の部分になりますが、完成しました
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ら、また城崎のまちの方々、また、市民の方々にホ

ームページ等で公開、お知らせさせていただこうと

いう予定でございます。 

 説明は以上となります。 

○委員長（米田 達也） 説明は終わりました。 

 何か質問があれば挙手をお願いいたします。 

 浅田委員。 

○委員（浅田  徹） １点だけ。問題はＪＲとの協

議です。一部借地があるということで、やっぱりＪ

Ｒはもう処分したい、つまり不用地については、ヤ

ードはもう買ってほしいというのはあると思うん

だけども、その辺の協議はどうかということと、ず

っとこれ借り続けでいいのかという。ＪＲ側の今の

状況をちょっと教えてください。 

○委員長（米田 達也） 橋本参事。 

○城崎振興局地域振興課参事（橋本 郁夫） まず、

今の現時点でありますと、今も基本的には無償でお

借りしてますが、一部だけ有料で使用料払っており

ます。今後につきましては、収益事業を伴わないよ

うな条件という中では、今現在そうなんですけど、

また、無償借地でというようなお話はいただいてお

りますが、土地の購入等につきましては、ちょっと

また今後、ＪＲさんとも協議検討となると考えてお

ります。 

○委員長（米田 達也） 浅田委員。 

○委員（浅田  徹） やっぱり土地を借地で残して

おくということは、交通広場も含めて、やっぱりこ

れから文芸館を玄関口にするんだったら、しっかり

買収も含めてやっぱりやっていかんと、そういうも

のを残していくのは非常にまた問題があるんでね、

その辺を対応、検討をよろしくお願いします。 

 以上です。 

○委員長（米田 達也） ほかにございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（米田 達也） それでは、この件はこの程

度でとどめたいと思います。 

 次に、竹野振興局地域振興課から、旧東大谷野外

活動施設の財産処分について説明をお願いいたし

ます。 

 竹野振興局地域振興課、森口参事。 

○竹野振興局地域振興課参事（森口 佳徳） 竹野振

興課から、旧東大谷野外活動施設の財産処分につい

てご説明いたします。 

 配付しています資料をご覧ください。これまでの

経過ですが、２０２３年３月末に施設閉鎖となりま

した旧東大谷野外活動施設、通称たけのこ村につき

ましては、竹野振興局が旧生涯学習課から引継ぎ、

財産処分の手続を進めています。その施設の敷地の

大半、約９割が民有地であることから、施設の建物、

構造物を解体撤去し、更地に戻して土地所有者１３

名に返還することを基本に２０２３年度から境界

測量業務など事務手続を進めてまいりました。 

 また、２０２３年１２月から翌年１月にかけ、施

設内にあるコテージ７棟の市場性の確認及び再利

用の可能性などを調査し、円滑に財産処分すること

を目的としたサウンディング型市場調査を実施し

ましたが、結果としまして、参加を希望する事業者

はありませんでした。 

 こうした中、昨年、２０２４年８月に、土地所有

者の１名の方から、今後も引き続き野外活動施設と

して事業再開に向けて事業を運営できる体制を整

えるので、施設の一部を譲渡してほしいとの申出が

ありました。市としましても、施設譲渡について可

能かどうか、顧問弁護士に相談しながら検討を進め

てまいりました。 

 市としての考え方としましては、１つ目、既にサ

ウンディング型市場調査を終えていたこと、２つ目

に、施設の残存価値、いわゆる資産価値以上に原状

回復、取壊し費用がかかること、３つ目に、事業予

定者が土地所有者であること、４つ目に、ほかの土

地所有者並びに関係区、下塚区、東大谷区、金原区

の３地区や中竹野コミュニティ、中竹野地区区長協

議会から事業実施の同意を得たことを総合的に勘

案しまして、施設を土地所有者に譲渡した上で、土

地所有者と事業予定者との貸借契約により事業再

開できることと判断いたしました。 

 なお、事業に使用しない土地につきましては、２

０２５年度に施設の解体撤去し、土地所有者へ返還
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する予定としております。 

 施設の無償譲渡の考え方につきましては、４ペー

ジの資料をご覧ください。 

 施設に資産価値がありながら、それをあえて無償

とする適正な対価のない無償譲渡は、地方自治法第

９６条の規定に基づき、議会議決が必要となります。 

 しかし、今回の借地返還につきましては、５ペー

ジの資料２をご覧ください。本来であれば、市が負

わなければならない土地の原状回復に係る義務、建

物を取壊し、更地にする義務を事業予定者が代わっ

て負うことの同意を土地所有者から得たことから、

施設の資産価値と原状回復に係る費用等を勘案し

た結果、無償ですが適正な対価として土地所有者へ

施設を譲渡するため、議会の議決を要しないと顧問

弁護士への法律相談も行った上で判断いたしまし

た。 

 その無償譲渡する施設ですが、６ページの資料３

をご覧ください。施設全体の平面図です。赤く塗り

潰したところが譲渡する施設です。黄色に塗り潰し

たところは撤去予定の施設で、緑に塗り潰したとこ

ろが市の用地となっております。 

 次ページの資料４をご覧ください。譲渡する施設

を詳細に表した図面になっております。ご覧のとお

り、譲渡する施設は、中心部にありますコテージが

５棟、その横にトイレ棟が１棟、そのほか、炊事棟、

避難棟、倉庫が各１棟ありまして、大谿川を渡る橋

梁が上下流に１橋ずつあり、左岸側にトイレが１棟

あります。 

 ２ページに戻っていただきまして、（３）の表を

ご覧ください。この表は無償譲渡する施設の評価額

と解体撤去費を表しています。評価額につきまして

は、２０２４年度時点の固定資産税評価額を、解体

撤去費は２０２４年１０月時点での見積額で諸経

費と消費税は含まれておりません。先ほど説明しま

したとおり、施設の資産価値以上に解体撤去費がか

かることが分かります。 

 次に、（４）、（５）は、事業予定者と事業内容

を記載していますので、後ほどご清覧ください。 

 最後に、２０２５年度の施設の解体処分につきま

しては、譲渡せず、不用となる施設を土地所有者へ

返還する予定としております。 

 解体撤去する施設は、８ページの資料５の図面に

あるとおり、左岸側の管理棟、水車棟、研修棟、休

憩棟、倉庫、各１棟とコテージが２棟となります。 

 なお、市有地にあります管理棟と休憩棟は中竹野

地区コミュニティの自主事業であります鉱山プロ

ジェクトでの鉱山プロジェクトでの活用が検討さ

れておりまして、その結果次第で施設譲渡を検討い

たします。 

 説明は以上です。 

○委員長（米田 達也） 説明は終わりました。 

何か質問があれば挙手をお願いいたします。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（米田 達也） それでは、この件はこの程

度でとどめたいと思います。 

 城崎振興局、竹野振興局の皆様はここで退席して

いただいて結構です。お疲れさまでした。 

 ここで建設経済委員会を暫時休憩します。 

午前１１時５６分 委員会休憩 

──────────────────── 

午前１１時５６分 委員会再開 

○委員長（米田 達也） それでは、休憩前に引き続

き委員会を再開いたします。 

 まず、陳情第１号、ＰＦＡＳ漏出場所の調査に関

する陳情書を議題といたします。 

 委員の皆さんは、ＳｉｄｅＢｏｏｋｓ上の本日の

フォルダー内の請願・陳情文書表をお開きください。 

 事務局より請願・陳情文書表の朗読をお願いしま

す。 

○事務局主幹（山本 雅彦） 陳情を朗読いたします。 

 陳情第１号、豊岡市水道事業における水道水含有

のＰＦＡＳ、有機フッ素化合物検出濃度３３ナノグ

ラム／リットルの漏出場所の特定調査をしていた

だきたい。 

 陳情の理由。ＰＦＡＳ（ＰＦＯＡ、ＰＦＯＳ）は

発がん性物質であるということが万国で知られて

います。令和６年度測定結果では、周辺自治体のＰ

ＦＡＳ検出状況が次のように述べられています。 
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 京丹後市上下水道部は未測定（令和５年度は１３

ナノグラム／リットル）、福知山市上下水道部は１

３ナノグラム／リットル、朝来市水道事業はＮＤ、

養父市水道事業はＮＤ、香美町水道事業はＮＤ、新

温泉町水道事業はＮＤ。 

 なお、ＮＤとは、検出下限界値（ＰＦＯＳなら０．

４ナノグラム／リットル）未満または定量下限値

（ＰＦＯＳなら１．１ナノグラム／リットル）未満

を示します。 

 このようなことから、ＰＦＡＳが検出されるとい

うことは水道水を利用している市民、観光客の皆様

の体内に発がん性のある化学物質が取り込まれて

いるということになるので、ＰＦＡＳがどこから出

ているのかというＰＦＡＳが漏出している場所を

特定する調査をお願いいたします。これは行政や議

員が市民及び観光客の皆様の命を守るための調査

であるので陳情いたします。 

 以上です。 

○委員長（米田 達也） この件について、当局から

意見、要望、説明等はありませんか。 

 谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） 議会のほうでも本会議で

部長のほうが少しご説明させていただいたと思う

んですけども、併せて少しだけ発言させていただき

ます。 

 現在、水質基準などで暫定目標値としてＰＦＯＳ、

ＰＦＯＡを合わせた数値が定められております。０．

００００５ミリグラム／リットル未満、１リットル

当たり５０ナノグラム未満ということを国が定め

ております。 

 近隣の市町で、陳情にありましたように検出値以

下が多くありますが、豊岡市では３０か所の調査を

実施いたしました。そのところ複数からの検出され、

最大値が３３ナノグラム／リットルとなっており

ます。この３３ナノグラム／リットルにつきまして

も、国の定めた暫定基準値５０ナノグラム／リット

ル以下であることから、現段階では、水質基準の他

の項目と同様に、超過していない場合の特別な対応

につきましては、現在のところ考えておりません。 

 この暫定基準につきましては、体重５０キログラ

ムの人が一生涯かけて毎日水を２リットル飲用し

たとしても人の健康に悪影響が生じないものと考

える水準ということで、環境省等が定めた数字とな

っております。 

 私からは以上です。 

○委員長（米田 達也） それでは、質疑や意見等は

ありませんか。 

 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 本会議でもちょっと聞いたり

もしたんですけども、このＰＦＡＳについて、豊岡

市は３０か所の取水場で検査をされたということ

で、陳情、今上がってきている中で、検査値につい

て、市のほうで何らかの機会で市民に知らせるとい

うお考えはないんでしょうか。 

○委員長（米田 達也） 谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） 機会といたしまして、ほ

かの水質基準と同様で、先日といいますか、ホーム

ページのほうにも結果としては上げさせていただ

いております。これについて、改めてこういうふう

に載せてますというふうに追加として周知を図る

ようなことについては考えておりません。 

○委員長（米田 達也） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） ホームページのほうちょっと

よく見てなくて、それはいつ頃にホームページに上

げられたんですか。 

○委員長（米田 達也） 谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） ３月５日です。 

○委員（上田 伴子） 今年の。 

○水道課長（谷垣 康広） はい。 

○委員（上田 伴子） この間ですね。３月５日。 

○委員長（米田 達也） よろしいですか。 

○委員（上田 伴子） はい、分かりました。 

○委員長（米田 達也） それでは、討論に入りたい

と思います。 

 討論におきましては、各委員が発言された内容は、

後ほど議報や委員長報告を作成する際に引用する

ことになりますので、よろしくお願いいたします。 

 討論はありませんか。 
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 竹中委員。 

○委員（竹中  理） 陳情第１号、漏出している場

所の特定調査依頼についての陳情に対し、不採択の

立場で討論します。 

 検出された３３ナノグラム／リットルは、ＰＦＡ

Ｓの一種であるＰＦＯＳ及びＰＦＯＡの合算値で、

国の定める暫定目標値以下であります。その合算値

は人の健康に悪影響が生じない水準として国が暫

定目標値を５０ナノグラム／リットル以下と定め

ていることから、市としては、国が定めた目標値を

基に管理を行う考えであると先ほども言われまし

たし、一般質問の部長答弁でも言われています。 

 また、現段階では、目標値以下であることから、

ほかの水質調査項目、約５１項目と同様に超過をし

ない場合の特別な対応については考えていないと

いうのが市の見解です。 

 今後も水道法による基準等を遵守していただき、

適正な管理に努めていただきたいと思います。 

 よって、この陳情は不採択が妥当だと思います。

委員各位の賛同をよろしくお願いします。 

○委員長（米田 達也） ほかにございませんか。 

 上田委員。 

○委員（上田 伴子） この第１号の陳情に対しては、

採択する立場で意見を申し上げます。 

 まず、この陳情の趣旨において、検出濃度の漏出

場所の特定調査をしていただきたいということで

ありますので、これが陳情者のところでまだホーム

ページも上がってない段階で分かってなかったん

かなと思うので、この陳情を出された日付はいつだ

ったんか、２月の終わりですよね。（「２月１３日」

と呼ぶ者あり）なので、その特定場所が分かってな

い時点での、ホームページで上がってない時点での

陳情でありますので、この陳情の内容では、やはり

陳情者の思いは酌んで、やはりそのことについての

明らかにするという調査をするということについ

て、陳情に賛成の立場を取ります。 

○委員長（米田 達也） ほかにございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（米田 達也） では、これより採決いたし

ます。 

 採択、不採択の意見がありますので、挙手により

採決をいたします。 

 本件は、採択すべきことに賛成の委員の挙手を求

めます。 

〔賛成者挙手〕 

○委員長（米田 達也） 不採択多数であります。 

 よって、陳情第１号は、不採択とすべきことに決

定しました。 

 次に、陳情第２号、浄水場の管理に関する陳情書

を議題といたします。 

 事務局より請願・陳情文書表の朗読をお願いしま

す。 

○事務局主幹（山本 雅彦） 陳情を朗読いたします。 

 豊岡市水道事業における水道水含有のＰＦＡＳ、

有機フッ素化合物検出濃度を浄水場出口水で検出

下限界値未満または定量下限値未満となるように

管理をしていただきたい。 

 ＰＦＡＳ（ＰＦＯＡ、ＰＦＯＳ）は、発がん性物

質であるということが万国で知られています。令和

６年度測定結果では、周辺自治体のＰＦＡＳ検出状

況が次のように環境省が発表しています。 

 京丹後市上下水道部は未測定（令和５年度は１３

ナノグラム／リットル）、福知山市上下水道部は１

３ナノグラム／リットル、朝来市水道事業はＮＤ、

養父市水道事業はＮＤ、香美町水道事業はＮＤ、新

温泉町水道事業はＮＤ。 

 なお、ＮＤとは、検出下限界値（ＰＦＯＳなら０．

４ナノグラム／リットル）未満または定量下限値

（ＰＦＯＳなら１．１ナノグラム／リットル）未満

を示します。 

 ＰＦＡＳが検出されるということは水道水を利

用している市民、観光客の皆様の体内に発がん性の

ある化学物質が取り込まれているということにな

るので、豊岡市水道事業の浄水場出口水でのＰＦＡ

Ｓ濃度を検出下限界値未満または定量下限値未満

となるようにしていただきたい。これは行政や議員

が市民及び観光客の皆様の命を守る政策であるの

で陳情いたします。 
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 以上です。 

○委員長（米田 達也） この件について、当局から

意見、要望、説明等がございますか。 

 谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） 意見といたしましては、

先ほどの陳情第１号と同様に、他の項目と同様に超

過してない場合の特別な対応については考えてい

ないということになります。 

 あと、施設の関係ですけども、こういった基準値、

目標値以下、そして、今後、国のほうが基準のほう

に移行するというふうに申しておりますけども、数

値に当たっては、現在の５０ナノグラム／リットル

というところと同じ数字というところで予定され

ているようですので、あえてそこに施設への投資を

加えて料金に反映するようなことということは避

けたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○委員長（米田 達也） 質疑、意見等はございます

か。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（米田 達也） ないようですので、討論に

入りたいと思います。 

 討論はありませんか。 

 竹中委員。 

○委員（竹中  理） 陳情第２号の陳情につきまし

て、不採択の立場で討論します。 

 先ほども述べました陳情第１号と同等の理由に

より、陳情は不採択が妥当だと考えます。 

 委員各位の賛同をよろしくお願いします。 

○委員長（米田 達也） ほかにございませんか。 

 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 陳情を採択する立場で意見を

申し上げます。 

 先ほども１号のところで少し言いましたけれど

も、やはりそれに関連しますけれども、今一番高い

ところで３３ナノグラム／リットルでありますが、

やはり下限界値未満または下限界値になるように

自治体としては努力すべきであると思いますので、

そういう方向でこれを浄水場のところを管理をし

ていただくというのは、ぜひ私もお願いしたいと思

いますので、陳情を採択する立場で意見を申し上げ

ます。 

○委員長（米田 達也） ほかにございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（米田 達也） それでは、討論を打ち切り

ます。 

 これより採決いたします。 

 採択、不採択の意見がありますので、挙手により

採決いたします。 

 本件は、採択すべきことに賛成の委員の挙手を求

めます。 

〔賛成者挙手〕 

○委員長（米田 達也） 賛成少数であります。よっ

て、陳情第２号は、不採択とすべきことに決定しま

した。 

 次に、陳情第３号、水道料金に関する陳情書を議

題といたします。 

 事務局より、請願・陳情文書表の朗読をお願いし

ます。 

○事務局主幹（山本 雅彦） 陳情を朗読いたします。 

 豊岡市の水道料金を１，０６７円（口径１３ミリ、

１か月で１０立米使用の場合）にしていただきたい。 

 陳情の理由。東京都２３区において、水道水を口

径１３ミリ、１か月で１０立米を使用した場合の水

道料金は１，０６７円となっている。豊岡市の場合

は、水道水を口径１３ミリ、１か月で１０立米使用

した場合は、水道料金は１，８８１円であり、東京

都２３区民と比較すると、約１．８倍の料金を豊岡

市民は支払っていることになる。 

 物価及びエネルギーの高騰により、良民は生活が

困窮してきているので、せめて市民全てが使用する

水道料金をまずは東京２３区並みに低減していた

だきたく陳情いたします。 

 以上です。 

○委員長（米田 達也） これについて質疑、意見等

はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（米田 達也） それでは、討論に入りたい
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と思います。 

 討論はありませんか。 

 竹中委員。 

○委員（竹中  理） 陳情第３号の陳情に対しまし

て、不採択の立場で討論いたします。 

 内容等は、先ほど第１号、第２号で言いました同

等の理由により、陳情は不採択が妥当だと思います。 

 委員各位の賛同をよろしくお願いします。 

○委員長（米田 達也） ほかにございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（米田 達也） お諮りします。本件は、不

採択とすべきことに決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（米田 達也） ご異議なしと認めます。よ

って、陳情第３号は、不採択すべきことに決定しま

した。 

 次に、陳情第４号、各戸への給水栓用ろ過器配布

に関する陳情書を議題といたします。 

 事務局より請願・陳情文書表の朗読をお願いいた

します。 

○事務局主幹（山本 雅彦） 陳情を朗読します。 

 陳情の要旨。豊岡市水道事業における水道水含有

のＰＦＡＳ、有機フッ素化合物検出濃度が３３ナノ

グラム／リットル（令和６年度検査結果）あるので、

水道事業による給水を行っている各戸に対して、給

水栓（蛇口）１個にＰＦＡＳ吸着を目的とした活性

炭方式ろ過器等の配布をしていただきたい。 

 陳情の理由。ＰＦＡＳ（ＰＦＯＡ、ＰＦＯＳ）は

発がん性物質であるということが万国で知られて

います。 

 豊岡市水道事業では、毎日ＰＦＡＳの濃度を測定

しているわけではないので、一定して３３ナノグラ

ム／リットルではない可能性が高かったと考えら

れます。場合によっては、５０ナノグラム／リット

ル以上になっていたことも考えられます。 

 このようなことから、漏出場所の特定、ＰＦＡＳ

物質の除去が行われるまでの間、市内各戸の給水栓

（蛇口）にＰＦＡＳの吸着を目的とした活性炭方式

ろ過器等の配布をしていただくようお願いいたし

ます。これは市民の皆様の命を守るための施策であ

るため陳情いたします。 

 以上です。 

○委員長（米田 達也） この件ついて、当局から意

見、要望、説明等はございますか。 

 谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） １、２号の同様なご意見

となります。水質基準の他の項目と同様に超過しな

い場合の特別な対応については、現在のところ考え

ておりません。 

 以上です。 

○委員長（米田 達也） 質疑、意見等はございませ

んでしょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（米田 達也） それでは、討論に入りたい

と思います。 

 討論はありませんか。 

 竹中委員。 

○委員（竹中  理） 陳情第４号の陳情に対しまし

て不採択の立場で討論いたします。 

 内容等は、先ほど、１号、２号、３号と同等の理

由により、不採択が妥当だと思います。 

 委員各位の賛同をよろしくお願いいたします。 

○委員長（米田 達也） ほかにございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（米田 達也） お諮りします。それでは、

本件は、不採択とすべきことに決定してご異議あり

ませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（米田 達也） ご異議なしと認めます。よ

って、陳情第４号は、不採択すべきことに決定しま

した。 

 次に、陳情第５号、公共施設の給水栓へのろ過器

設置に関する陳情書を議題といたします。 

 事務局より、請願・陳情文書表の朗読をお願いい

たします。 

○事務局主幹（山本 雅彦） 陳情を朗読をいたしま

す。 

 豊岡市水道事業における水道水含有のＰＦＡＳ、
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有機フッ素化合物検出濃度が３３ナノグラム／リ

ットル（令和６年度検査結果）あるので、公共施設

の給水栓（蛇口）全個にＰＦＡＳ吸着を目的とした

活性炭式ろ過器等の設置をしていただきたい。 

 陳情の理由。ＰＦＡＳ（ＰＦＯＡ、ＰＦＯＳ）は

発がん性物質であるということが万国で知られて

います。豊岡市水道事業では、毎日ＰＦＡＳの濃度

を測定しているわけではないので、一定して３３ナ

ノグラム／リットルではない可能性が高かったと

考えられます。場合によっては、５０ナノグラム／

リットル以上になっていたことも考えられます。 

 このようなことから、漏出場所の特定、ＰＦＡＳ

物質の除去が行われるまでの間、公共施設の給水栓

（蛇口）にＰＦＡＳ吸着を目的とした活性炭方式ろ

過器等の設置をしていただくようお願いいたしま

す。これは市民及び観光客の皆さんの命を守るため

の施策であるので陳情いたします。 

 以上です。 

○委員長（米田 達也） この件について、当局から

意見、要望、説明等はございますか。 

 谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） 今までの陳情書と同様な

意見で、特別な対応については考えておりません。 

 以上です。 

○委員長（米田 達也） 質疑、意見等はございます

か。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（米田 達也） それでは、討論に入りたい

と思います。 

 討論はございませんか。 

 竹中委員。 

○委員（竹中  理） 陳情第５号に対しましては、

不採択の立場で討論をいたします。これまでと同等

の理由により、不採択が妥当だと思います。 

 委員各位の賛同をよろしくお願いします。 

○委員長（米田 達也） ほかにございませんでしょ

うか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（米田 達也） それでは、お諮りいたしま

す。本件は、不採択とすべきことに決定してご異議

ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（米田 達也） ご異議なしと認めます。よ

って、陳情第５号は、不採択すべきことに決定しま

した。 

 次に、陳情第６号、ＰＦＡＳの血中濃度検査に関

する陳情書を議題といたします。 

 事務局より、請願・陳情文書表の朗読をお願いし

ます。 

○事務局主幹（山本 雅彦） 陳情の朗読をいたしま

す。 

 陳情の要旨。豊岡市水道事業における水道水含有

のＰＦＡＳ、有機フッ素化合物検出に伴い、希望す

る市民に対して血中ＰＦＡＳ濃度検査を公費にて

実施していただきたい。 

 陳情の理由。ＰＦＡＳ（ＰＦＯＡ、ＰＦＯＳ）は

発がん性物質であるということが万国で知られて

います。アメリカ合衆国のユナイテッド・ステー

ツ・ナショナル・アカデミーズが５，０００本以上

の論文について、ＰＦＡＳが人体影響に関わること

を調査したところ、血液に含まれるＰＦＡＳの値が

１ミリリットル当たり２０ナノグラム以上である

と健康リスクが高まるとしています。また、それ未

満であったとしても、乳幼児及び妊婦には健康影響

の可能性があると述べています。 

 岡山県吉備中央町の血液中のＰＦＡＳ検査の結

果によると、高濃度のＰＦＡＳが検出された浄水場

の水を使用していない町民も３ナノグラム／リッ

トル検出されたことが分かりました。 

 このような状況から、市内居住者のうち、希望者

を公費にてＰＦＡＳ血中濃度測定検査を実施して

いただきたくお願いするものです。 

 少子対策の根本は、健康な体であると考えられま

す。また、妊婦の流産における一因がＰＦＡＳ血中

濃度の高い妊婦であることも知られているので、命

を守る政策、少子対策として陳情いたします。 

 以上です。 

○委員長（米田 達也） この件について、当局から
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意見、要望、説明等はございますか。 

 谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） 血中濃度につきましてで

す。国が出されておりますＱ＆Ａに記載もされてお

りますが、現時点での知見として、血中濃度でどの

ような健康影響が個人に生じるかについては明ら

かとなっていないということと、血中濃度に関する

基準を定めることも、血液検査の結果のみをもって

健康影響を把握することも困難というふうに記載

されております。ということも含めまして、先ほど

まで申しております他の陳情と同様に、他の項目と

同様な超過していない場合の特別な対応について

は、現在のところ考えておりません。 

 以上です。 

○委員長（米田 達也） こちらについて質疑、意見

等はございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（米田 達也） それでは、討論に入りたい

と思います。 

 討論はありませんか。 

 竹中委員。 

○委員（竹中  理） 陳情第６号に対しまして、不

採択の立場で討論します。 

 全ての陳情と同じ理由により、不採択が妥当だと

思います。 

 委員各位の賛同をよろしくお願いいたします。 

○委員長（米田 達也） ほかにございますか。 

 上田委員。 

○委員（上田 伴子） これについては、希望する市

民に対して血中ＰＦＡＳ濃度検査を公費にて実施

していただきたいという内容であります、陳情の趣

旨はね。 

 ここに書いてあるＰＦＡＳの値が１ミリリット

ル当たり２０ナノグラム以上であると、健康リスク

が高まる可能性があるとあります。このことについ

て、私も知見を持っておりませんけれども、やはり

ＰＦＡＳ濃度の高いところとか、ホームページに先

日上げられたばかりでありますし、これから先、ホ

ームページを目にした方とか、また、ＰＦＡＳ値が

高い地域などからそういう検査をしてほしいとい

う、希望する市民がありましたら、やはり公費で血

中濃度、そういう特にその地域におきましては、血

中濃度測定の対策を取られるべきだと思い、陳情に

賛成をいたします。よろしくどうぞ。 

○委員長（米田 達也） ほかに討論はございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（米田 達也） それでは、討論を打ち切り

ます。 

 これより採決いたします。 

 採択、不採択の意見がありますので、挙手により

採決いたします。 

 本件は、採択すべきことに賛成の委員の挙手を求

めます。 

〔賛成者挙手〕 

○委員長（米田 達也） 賛成少数であります。よっ

て、陳情第６号は、不採択とすべきことに決定しま

した。 

 それでは、ここで職員の皆様は退席して……。 

 部長。 

○上下水道部長（川端 啓介） 暫時休憩をお願いし

ます。 

○委員長（米田 達也） 暫時休憩します。 

午後０時２５分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後０時３０分 委員会再開 

○委員長（米田 達也） では、休憩前に引き続き、

建設経済委員会を再開します。 

 これより委員会意見、要望のまとめに入ります。 

 当委員会に審査を付託されました案件の審査は

終了しました。 

 ここで委員会意見、要望として、委員長報告に付

すべき内容について協議いただきたいと思います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（米田 達也） よろしいですか。 

 それでは、委員長報告についてですが、内容につ

きましては、正副委員長に一任願いたいと思います

が、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○委員長（米田 達也） ご異議なしと認め、そのよ

うに決定いたしました。 

 ここで建設経済委員会を暫時休憩します。 

午後０時３３分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後０時３３分 分科会再開 

○分科会長（米田 達也） 休憩前に引き続き建設経

済分科会を再開いたします。 

 報告第１号、専決処分したものの承認を求めるこ

とについて、専決第１号、令和６年度豊岡市一般会

計補正予算（第９号）、第１８号議案、令和６年度

豊岡市一般会計補正予算（第１１号）に対する当分

科会の意見、要望として、予算決算委員会に報告す

べき内容について協議いただきたいと思います。 

 委員の皆様から、提案について、分科会意見・要

望とすべきか協議を行いたいと思います。いかがで

しょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（米田 達也） それでは、ただいま協議

いただきました分科会意見・要望を含む分科会長報

告の案文については、正副分科会長にご一任願いた

いと思いますが、ご異議ありませんでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（米田 達也） ご異議なしと認め、その

ように決定いたしました。 

 ここで建設経済分科会を閉会します。 

午後０時３４分 分科会閉会 

──────────────────── 

午後０時３４分 委員会再開 

○委員長（米田 達也） それでは、ただいまから建

設経済委員会を再開します。 

 これより、協議事項（４）の閉会中の継続審査申

出についてを議題といたします。 

 別紙１として、前回の委員会でご確認をいただい

た委員会重点調査事項を掲載しております。 

 議長に対して、この委員会重点調査事項を閉会中

の継続審査事項として申し出たいと思いますが、ち

ょっとご参照いただきまして……。 

 暫時休憩します。 

午後０時３６分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後０時３６分 委員会再開 

○委員長（米田 達也） 委員会を再開します。 

 ただいま配信させていただきました。重点調査事

項をご確認願います。 

 こちらについて、このまま申し出るということで

ご異議ございませんでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（米田 達也） それでは、ご異議なしと認

め、そのように決定しました。 

 これより、協議事項（５）の２０２５年度管外行

政視察研修についてを議題といたします。 

 管外行政視察ですが、視察日時は５月の１９日月

曜日から２１日水曜日でお願いしたいと思ってお

ります。この視察に関しまして、何かご意見ござい

ませんでしょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（米田 達也） それでは、次に、その他で

すけども、この際、委員の皆様方から特にご発言は

ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（米田 達也） ないようでしたら、以上を

もちまして、建設経済委員会を閉会します。ご苦労

さまでした。 

午後０時３８分 委員会閉会 

──────────────────── 


